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三

.

幻
田

2
<
国
署
↓
曳

○

○
○
<
国
力
Z
ζ
国
Z
日
・

現
代

の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
N
P
M
の
代
り

に
、
《
政
府
再
生
》

(園
婁

Φ
巳

髭

・
。
<
Φ
塁

Φ
巳

と

い
う
言
葉
が
、
広
く
用

い
ら
れ
て

蒙

・
し
か
し
・
《
政
府
再
生
》
と
N
P
M
と
は
、
同
意
語
で
は
な

い
。
も
と
よ
り
、
N
P
M
と

《
政
府
再
生
》
と
の
間

に
は
、
少
な
か
ら
ざ

る
相
互

索
引

の
関
連

の
糸
が
張
り
わ
た
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
双
方
の
問
に
、
前
者
が
後
者
と
化
し
後
者
が
前
者
を
具
現
す

る
と

い
う
、
す
べ
て
が
す

べ

て
と
照
応
し
融
合
を
遂
げ
る
不
離

一
体

の
関
係
が
、
必
ら
ず
し
も
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

冗

九

〇
年
代

に
・
多
く

の
諸
国

に
お
け
る
政
府
は
、
公
共
部
門
改
芒

。
量

。
ω
Φ
。
§

艮

。
§

)
と

い
う
強
力
な
磁
場
に
据
、凡
ら
れ
、

　　

　

様
々
な
改
革
手
段
を
講
ず

る
に
い
た

っ
た
。

公
共
部
門
改
革
は
・
會

、
必
ら
ず
し
も

一
つ
に
統
括
し
え
な

い
褄

な
現
磐

含
む
多

外
兀
概
念

(馨

匿

緊

昌
.
一。
⇒
卸
一
。
。
昌
。
Φ
巳

で
あ

る
・
公
共

部
門
改
革
と

い
う
採
集

網
を

ふ
る

っ
て
、
様

々
な
国

か
ら
政
府

の
改
華

段
を

引
き
よ
せ

る
な
ら
ば
、
そ

こ

に
は
、
分
権
化

(
α
①
o
窪

爵
巴
一鎚

甑
8

)
、

民

有

化

(
℃
鼠
く
蝉
二
鎚

江
8

)
、

法

人

化

(ヨ

o
o
日

o
鎚

砿
o
⇒
)
、

規

制

緩

和

な

ら

び

に

再

規

制

(創
Φ
戦
Φ
伽q
`
一餌
江
。
口

9。
口
Ω

§

⑰q
量

8

)
、
行
政

部

に
よ

る
代

理
行

為

(Φ
図
窪

二
く
藷

8

。
亘

の
導

入
、
部
省
内

市
場
機
制

(一昌
叶Φ
§

ξ

蝉
『貯
Φ
什)

の
開
設

、
購
買
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者
と

給
付
者
と

の
分

離

(要

円
匿

ω
①
吋
-冒

o
<
哉
霞

。・O
一凶什)

の
確

立
、

入
札
制
/
競

売
制

(8
巳

Φ
ユ
p
ひq
/
ぴ
こ
島
口
oq
ω
9

Φ
ヨ
Φ
)

の
活
用

、
な
ど

が
、
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
改
革
手
段

の

一
部
、
も
し
く
は
、
す

べ
て
の
実
践
が
・
様

々
な
諸
国
で
試
み
ら
れ
て
馳

・
こ
の
よ
う
な
あ
ら
ゆ

る
種
類

の
手
段
に
よ
る
公
共
部
門
改
薯

馨

す

る
磁
場
が
・
N
P
M
に
ほ
か
な
ら
な
幌
・
N
P
M
と
は
・
様

々
な
占
…に
姦

の
諸
国
の
改
華

(鍛

の
磁
力
が
配
置
さ
れ

て
い
る
磁
場
の
総
体

で
あ
る
.
ム
.
衆
国
に
お
け
る

《
政
府
塁

》
譲

た
、
こ
う
し
た
公
共
部
門
改
革
の

環

と
み
て
よ

い
。
《
政
府
再
生

》
は
、

「
N
P

M
の
多
種
多

様
な
諸
版
」

(筈
Φ
<
母
一8

ω
<
Φ
邑

8

ω
o
h
乞
℃
ζ
)
の

一
版
と
考
え

る
こ
と
が

で
き

る
。

そ

こ
で
は
、

多
様

な
諸
国

の
改
革

が

、
そ
れ
ぞ
れ
等

し

い
重

さ

で
、
独
自

の
花
を

咲
か
せ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
改
革

は
、

N
P

M
を
共
通

の
表
象

と
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
同

一
円
周
内

に
位
置

し
よ
う

。

こ

の
よ
う

な
あ

ら

ゆ

る
種
類

の
公

共
部
門

改
革

に
共

通
す

る
堅
固
な

核
は

、
部
局

(ぴ
霞

Φ
印
¢
)

や
公
営

企
業

(ロ
¢
ぴ
一ド

Φ
耳
①
壱

ユ
ω
Φ
)

の
よ

う

な

、
伝
統

的

な
統

治

の
諸
制

度

(q
巴

一ユ
8

餌
=

口
ω
葺

¢
二
8

ω
o
h
ゆq
o
<
Φ
露

Ω。
口
。
Φ
)

を

凌
駕

し

、

さ
ら

に
、
統

治

に
関

す

る
市

場

諸
制

度

(ヨ
p
鱒

Φ
二

房

鉱
ε

鉱
8

ω
o
臨
αQ
o
<
Φ
毎

雪

o
Φ
)
を

取

り

い
れ

、
あ

る

い
は
、

範

と

し

た

、
公

共

部

門

に

お

け

る
新

た

な
統

治

機

制

(昌
Φ
毛

　ヱ

ゆq
o
<
㊥
讐
き

8

ヨ
Φ
魯

9。
巳
ω
ヨ

帥郎
跨

Φ
ε

げ
膏

ωΦ
0
8
吋)

の
採

用

の
試

み

で
あ

る
。
合

衆
国

に
お
け

る

《
政
府

再
生

》

の
理
論
的

枠
組

は
、

一
面
、

ム　

　

N

P
M
と

の
共

通

の
見
解

を
有

し
、

N
P
M
と

の
間

に
相

互
理
解

の
糸

が
張

ら
れ

る
に
せ

よ

契
約

の
作
成
と

実
施

(o
o
段
触
pゆ
9
5
ぴq
)

に
焦
点

を

絞

る
視
角
を
欠

く
。
故

に
、

N
P
M
は
、
政
府

が

そ

の
職
能

の
遂

行

に
際

し

て
、
新

し

い
道

具
を

、
す
な

わ
ち

、
契
約
を

、
ど

の
よ
う

に
活
用
す

す
　

る
か
と

い
う
、
凝
縮
し
た

一
点

に
関
す
る
規
範

的
理
論

で
あ
る
。

《
政
府
再
生
》
諸
肇

に
基
づ
く
公
共
部
門
改
革
、
よ
り
正
確
に

い
う
な
ら
ば
、
公
共

の
部
門
統
治

(b
。
琴

ω
Φ
.
§

。q
。
<
Φ
暴

臥
鋤
嘔
)

の
・

改
革

の
多
く
は
、
公
共
部
門
統
治
の
改
革

に
た
め
に
、
契
約
と

い
う
新
た
な
機
制

の
導
入
を
提
唱
す
る
N
P
M
の
作
動
成
果
と

い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
、
政
府
部
内
か
ら
伝
統
的
な
公
共
部
門
統
治
を
改
革
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
様

々
な
積
極
的
努
力

の
結
果
と
、
ほ
ぼ
厳
密
な
対
応
関
係

で
結
ば

れ
、
こ
れ
と
の
間

に
相
互
交
流
の
通
路
が
、
設
定
さ
れ
る
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
《
政
府
再
生
》
は
、
公
共
部
門
統
治

の
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改

革

問

題

を

、

契

約

の
形

成

と

実

施

よ

り

も

、

む

し

ろ

、

経

費

削

減

政

策

(
ε

†
げ
禽。
o
貯

O
o
=
o
冨
ω
)
、

い

い
か

え

れ

ば

、

節

減

管

理

(雪

Φ。
量

Φ
§

§

。q
窪

Φ腕

や
M
B
。

(ー

。q
Φ曇

9

げ
」婁

雛

の
護

を
通
し
て
解
決
し
よ
う
と
菱

.

こ
う

し

て
、

N

P
M
と

《
政
府
再

生

》
と

は
、
契

約
を

、

同

一
標

的

に
重

ね
あ

わ

せ

る
と

い
う

こ
と

が
、
な

い
と

い

っ
て
よ

い
。

N

P
M
と

《
政
府
再

生
》
と
を

、
余

り

に
も

無
規

定

に
同

一
視

す

る
と

い
う

こ
と

は
、
明

ら
か

に
妥
当

で
は
な

か

ろ
う
。

し
か
し
、
双
方

の
間

に
は
、
対
照

性
と
同
時

に
同
位
性
も

ま
た
、
認

め
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

ハぬ

　

と

こ
ろ
で
、

合
衆
国

に
お
け

る

《
政
府

再
生
》
と
は
何

で
あ

ろ
う

か
。
《
政
府
再

生
》
を
最

も
簡
潔

に
定

義
す

る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う

に
な

る
。

《
政
府
再
生

》
が
意

味
す

る
と

こ
ろ
は
、
政
府

が
、

「自

己

の
あ
ら

ゆ
る
顧
客

に
十
分

に
奉

仕
す

る

こ
と
」

(ωΦ
三

口
σq
一房

o
ロ
ω
什o
B
興
ω
芝
Φ
5

に
最
大

限

に
留
意

し
、

可
能

な
限
り

多
く

の
政
府
職

務

の
遂
行

の
な
か

に
、

「企
業

家
精
神
」

(9

幕

震
Φ
器

鼠

巴

ω〇
三
什)
を
、
徐

々
に
注
入
し

　　

　

生
動
さ
せ
、
底

深

い
浸
透
力

を
発
揮

さ
せ

る
こ
と

を
試

み
る
政
府

で
あ

る
。

冒
長

口
聾

ω
けと

Ω
蔓

ζ
餌
霊

伽q
臼

で
あ

っ
た
実
務
家

の
D

・
オ
ズ

ボ

ー

ン

(】∪
蝉
く
一α
○
ωσ
O
吋
⇒
Φ
)
と

T

・
ゲ
ー
ブ

ラ
ー

(↓
①
血

Ω
曽
Φ
三
Φ
「
)
は
、

ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な

っ
た
、
そ

の
著

『政
府

再
生

論
』

(カ
①
ぢ
く
Φ
耳
す
mq
O
碧

Φ
毎

ヨ
①
旨
什)

(
一
九
九

二
年

)

の
な

か

で
、
ム
コ
日
に
お
け

る
合
衆

国

は

《
も
う

一
つ
の

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
》

(四
口
o
昏
葭

乞
Φ
≦

U
Φ
巴

や

《
別

の
レ
ー
ガ

ン
革
命

》

(曽
8

葺

2

幻
雷
αQ
弩

力
Φ
<
o
冨
二
8

)
を

、
必
要

と

し
な

い
。
今

日
さ

し
迫

っ
て
必
要

な
も

の
は
、
《
新

た
な
政
府

の
未

来
像

》

(餌
口
Φ
毛

忌
ω
δ
鵠
o
h
αq
o
<
臼
ロ
ヨ
Φ
昌
け)

で
あ

る
と
述

べ
、
次

の
よ
う

に
随

・

「今

日

の
我
が

国

に
お
け

る
基
本

問

題
は
、
権

力
過
大

な
政
府

で
も

な
け

れ
ば

、
権
力

過
少

の
政
府

で
も
な

い
。
我

が
国
は

、
こ

の
こ
と

を
、

こ
れ
ま

で
、
際

限
な
く
論

じ

て
き

た
。

し
か
し
、

こ
う

し
た
論
議

は
、
我

が
国

が
直

面
し

て

い
る
問
題
諸
状
況
を

、
何
ら
打
開

す

る
も

の
で
は
な

か

っ
た

。

我

々
は

、
大

き

な

政
府

も

、

ま

た

、

小

さ

な

政

府

も

、

と
も

に
必

要

と

し

な

い
。
我

々
が

必
要

と

す

る

の
は

、

よ
り

よ

い
政

府

(σ
Φ
洋
臼

Φq
o
<
Φ
旨
ヨ
Φ
三
)

で
あ
る
。

よ
り
正
確

に

い
う

な

ら
ば
、
我

々
が
必
要

と
す

る

の
は
、
よ
り

よ

い
統
治

(げ
Φ
什什霞

oq
o
く
Φ
Hp
鋤
口
。
Φ
)

で
あ
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る
」
。

オ
ズ

ボ
ー

ン
と

ゲ

ー
ブ
ラ
ー
が
、

こ
こ

に

い
う

政
府
と

は
、
公
共
問
題
解

決

の
た
め

の
合

理
的

な
技
術
機
構

で
あ
り
、
人

々
の
た

め

の
功
利

の

体
系

で
あ

る
。
す

な
わ
ち

、
政
府
と

は

、

「我

々
が
、
我

々

の
直
面
す

る
諸
問

題
を

、
総
体
的

に
解
決

す

る
た
め

の
、
さ
ら

に
、
我

々
の
社
会

の

必
要
性

に
対
応

し
う

る
た

め

の
技
法

」

(什ぴ
①
蔑

o
o
Φ
ω
ω
9

≦
露
o
げ
芝
Φ
8

一一Φ
o
鉱
く
Φ
ξ

ω
o
一く
Φ
o
霞

寓

〇
三
Φ
日
ω
き

α
日
Φ
簿

o
霞

ω
o
o
一Φ
梓団
.ω

§

琶

で
あ
り
、
「我
々
が
利
用
す

る
手
段
」

(什琶

曇

¢
ヨ
婁

幕

豊

に
ほ
か
な
ら
轟

・
さ
ら
に
・
統
治
と
は
・
「
社
会
を
鐸

し
・

社
会
共
同
の
目
標
や
戦
略
を
進
ん
で
受
け

い
れ
る
こ
と
を
、
社
会

に
お
け
る
様

々
な
利
益
諸
集
団

に
納
得

さ
せ
る
こ
と
」

(一$
巳
p
αq
ω
o
臼
2
ざ

§

<
g

眞

ω
<
巴
霧

帥遷

Φ器

§

蔓

。
Φヨ
ざ

。
§

塁

8

。q
8
ぎ

巳

の轟

ΦσQ
亘

を
意
味
為

・

オ
ズ
ボ
ー

ン
と
ゲ
ー
ブ
ラ
ー
は
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
政
府
が
問
題
解
決
を
期
待
す
る
人

々
の
信
頼
に
応
え
う
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
市
場

が
な
し
え

な

い
多

く

の
有
益
な
職
務
を
遂
行

し
う

る
も

の
と
主
張

す
る
。

こ
れ
は
、

「
政
府

に
関
す

る
新
た
な
O
黛。
話

α
茜
ヨ
」

(島

Φ
諺

≦

　む

　

O
母
巴

蒔
日

o
暁
αq
o
<
臼
p
ヨ
Φ
9
)

の
展
開
と

い

っ
て
よ
か

ろ
う
。

こ

の
よ
う

な

「政
府

に
関
す

る
新

た
な
忘

鑓
島
oq
日
」

は
、

政
府

の
核
心

を
形

づ
く

る
官
僚
制

を

中
心
と

し

て
蜘
蛛
網

状

の
同
心
円
を
構

成
す

る
伝
統

的
な
行

政

の
概

念
と
も

、
ま
た

、
政
策

形
成

に
か

か
わ
る

「操
舵
」

(ω
冨
Φ
隊
⇔
αq
)

と
財
質
と

用
役

の
給
付
を
含

む

「漕
法

」

(『o
≦
ぎ
αq
)

と
を
不
肇

体

の
関
係
に
置
く
政
府

の
犠

と
戦

決
別
し
、
こ
こ
か
ら

の
飛
躍

の
意
思
が
・
こ
の
9

H
帥
§

に
は
・
こ
め
ら
れ
て
い
勉

こ

こ
に
、
旧
来
と
将
来

の
行
政
/
政
府
像
の
間
に
お
け
る
岐
路
が
、
瞭
然
と
み
え

て
く
る
。
オ
ズ
ボ
ー
ン
と
ゲ
ー
ブ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
官
僚
制
は
、

い
ま
や
、
必
要
で
も
な
け
れ
ば
、
能
率
的

で
も
訟

い
。
今
日
で
は
、
官
僚
制

に
代
替
す
べ
き
新
た
な
行
政
手
段

の
使
用
が
、
不
可
避

で
あ
る
。
こ

れ
が
、
《
企
萎

型
政
府
》

(婁

8
§

2
『
謬

。
<
Φ
塁

Φ
巳

に
ほ
か
な
ら
な
磁
・

い
い
変

る
な
ら
ば
・
こ
れ
が
・
《
政
府
再
生
》
で
紮

・

《
政
府

再
生
》

と

い
う

場
合

、
《
規
制
緩

和

》

(島
臼
Φ
伽q
巳
器

8

)

な

い
し

《
政
府
規

制
緩

和
》

(伽
興
Φ
αq
ロ
聾

5
0Q
αq
o
<
臼
昌
ヨ
①
笥
叶)
、

そ
れ

に
、

《
民
有
化

》

(質

で
黛。
欝

魯

o
口
)
が
、
と

も

に
、
《
政
府

再
生

》
を
目
ざ
す

広
範
囲

に
及

ぶ
運

動
過
程

の

一
部
を
構
成

し
、
そ

の
基
底
を
形
づ
く

る
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と

い
う

事
実

は
・
注

目
し

て
彪

・
《
規

制
緩
和

》
も

、
ま

た
、
《
民
有

化

》
も

、
《
政
府

再
生

》
と

い
う
核

が
あ

っ
て
、
は

じ
め

て
光

輝
を
放

つ

と

い
え
よ
う
。
《
規
制
緩
和
》
と

《
民
有
化
》

の
双
方

の
全
過
程
を
統
御
し
、
貫
通
す
る
縦

の
磁
力
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ

《
政
府
再
生
》
で
あ
る
。

《
政
府
再
生
》
は
、
《
規
制
緩
和
》
と

《
民
有
化
》
を
、

一
身

に
二
つ
の
焦
点
と
し
て
抱
え
な
が
ら
、
楕
円
運
動
を
展
開
す
る
。

《
規

制
緩

和
》

の
最
も

素
朴

な
定

義

は
、

「
特
定

の
産
業

、
も

し
く

は

、
特
定

の
社
会

経
済

活
動

に
影
響

す

る
政
府

規
制

の
排
除
」

　ゐ

　

(巴

喜

p。
什話

Φq
。
<
Φ
H昌

Φ
・
け
お
巴

巴

8

ω
辞藝

跳

Φ
・
3

℃
幾

巨

毎

5
含

ω
ξ

。
轟

。
け耳

《
)

で
あ

る
.

そ
離

、

「全

国
政
府

の
統
ム
ロ
的

な
規
制
者
と
し
て
の
実
在
性

の
減
退
」

(お
曾

。
ぢ
伽q
9
Φ
き

ま

昌
四
一
αq
o
<
Φ
ヨ
ヨ
Φ
三
、ω
o
<
Φ
邑

ζ
Φ
ひq
巳
讐
o
壱

震
Φ
ωΦ
口
。
Φ
を
指
す
。

一
九
七
〇
年
代
後
半

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
M

・
サ

ッ
チ

ャ
ー

(ζ
p。
お
費
Φ
け
6
7
讐
o
幕

N)
首
相

の
登
場
は
、
先
進
諸
国
に
お
け
る

《
規
制
緩

和
》
と

い
う
新
た
な
時
代

の
到
来
を
告
げ
る
合
図
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
人

々
の
記
憶
に
鮮
烈
な
残
像
を
と
ど
め
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

い
て
も
、
こ
の
時
期
、
議
会
は
、
厳
格
な
政
府
規
制
が
、
市
場
に
お
け
る
競
争
を
阻
害
す
る
と

い
う
苦
情
に
応
答

し
て

い
る
。
市
場
動
向
、
技
術
革
新
、
そ
し
て
、
社
会
的
必
要
性
は
、
不
断
に
相
貌
を
変
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
が
互

い
に
共
振
を
起
し
波
調
が
重
な
り

あ

っ
て
、
数
十
年
以
前

に
形
成
さ
れ
た
政
府
規
制

の
実
効
性
を
、
喪
失
さ
せ
る
に

い
た

っ
て

い
る
。

一
九
七
〇
年
代
後
半

に
、
過
去
と
現
在
な
い

し
将
来
と
の
行
政

の
流
れ
を
分

つ
区
画
線
が
、
社
会

・
経
済

・
技
術

の
動
き

の
底

に
、
見
え
な

い
線
と
な

っ
て
引
か
れ
、
行
政
は
、
二
つ
の
異
質

の
流
れ
に
切
り
分
け
ら
れ
た
と

い
え
よ
う
。
航
空
産
業

(巴
葺
p
Φ
貯
臼

ω
叶蔓
)
と
特
定

の
環
境
保
護
政
策

(魯
く
冒
o
ロ
ヨ
Φ
耳
巴
b
o
一一〇
《
)

の
両
分

野
に
関
す
る

《
規
制
緩
和
》
は
、
主
要
な
公
共
政
策

の
変
化
と
官
僚
制
の
お
け
る
職
務

の
再
構
成
と
の
間
に
は
、
不
可
視

の
触
手

の
よ
う
な
交
感

の
糸
が
通

い
あ
う
と

い
う
事
実

の
、
二
例
証
を
示
し
て
い
る
。

航
空
産
業

に
関
す

る
政
府

規
制

の
緩
和
は
、

一
九
七
八
年

で
あ
る
。

一
九
七
八
年
以
前

に
は
、
民
間
航
空
委
員
会

(Ω
<
一一
>
2
0
葛

三

一〇

しd
o
胃
血
)
が
、
定
期
航
空
路
線

の
割
当
や
航
空
運
賃

の
設
定
を
は
じ
め
、
新
規
の
会
社

の
航
空
産
業

へ
の
参
入
な
ど
を
、
厳
格
に
規
制
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
規
制

の
源
流
を
探
り
遡
行
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
そ
の
到
達
地
点
は
、

一
九
三
〇
年
代
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代

の
地
点
と

一
九
七
八
年



(475}ア メ リカ合 衆 国 にお け るNewPublicManagement(NPM)の 展 開(二)45

の
地
点
と
を
直
結
す
る
ベ
ク
ト

ル
に
畳
み
こ
ま
れ
た
規
制
意
図
は
、
不
公
正
に
し
て
潜
在
的
に
危
険
を
は
ら
む
企
業
乱
立

の
競
争
状
態

の
出
現
を

抑
止
す
る
規
制

の
下
で
、
未
だ
幼
稚
な
航
空
産
業
を
育
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、

㎝
九
七
〇
年
代

に
い
た
る
ま
で
の
過
程
に
お

い

て
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
安
価
な
航
空
運
賃

の
設
定
を
妨
げ
る
山
脈
を
築
き
あ
げ
る
も

の
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た

障
壁
を
打
破
す
る
た
め
に
、
民
間
航
空
委
員
会
解
体

の
方
程
式
を
解
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
低
廉
な
航
空
運
賃
設
定

へ
の
回
路
が
、
探
り
だ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
運
航
時
刻
表

の
作
成
と
航
空
運
賃
の
設
定

の
権
能
は
、
競
争
状
態

の
渦
中
に
あ
る
各
航
空
会
社

に
、
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。
し
か
し
、
運
輸
省

(U
Φ
冨

葺
ヨ
①
暮

o
暁
↓
鑓

口
ω
O
o
H
8
甑
o
昌
)

の

一
所
属
機
関

で
あ

る
連
邦

航
空
局

(岡
①
α
巽
巴

〉
<
鑓
二
8

>
α
良

巳
ω
什冨
9

口
)
は
、
い
ま
も
な
お
、
定
期
航
空
路

に
よ
る
旅
行

の
安
全
性
を
、
依
然
と
し
て
規
制
し
て
い
る
。
政
府
規
制
の
歴
史

の
な
か
で
、

旅
行

の
安
全
性

の
確
保
と

い
う
恒
数
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
作
動
を
続
け
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
航
空
会
社

の
経
済
的
意
思
決
定
は
、
も
は
や
、

連
邦
政
府
規
制
と

い
う
抑
圧
と
監
視

の
強
烈
な
磁
力
の
下
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

環
境
保
護

に
関
連
す

る
諸
問
題

に

つ
い
て
は
、
様

々
な
規
制
緩
和
方
式
が

、
進

め
ら
れ

て

い
る
。
歴
史

的
に
み
た
場
合
、
環
境
保
護
局

(穿

く
ぎ

口
日
8

琶

℃
§

Φ
g
一8

>
ひq
Φ
p
。
団
)
は
、
諸
種

の
事
業
所
、
公
益
企
業
、
そ
し
て
、

一
般
企
業
に
、
排
出
の
許
容
さ
れ
る
大
気
汚
染
量

の
限
界
を
設
け
た

《
命
令
と
統
制
》

(o
o
ヨ
白
9・
巳

9。
巳

o
o
コ
窪
o
一)

の
規
制
を
実
施
し
て
き
た
。
同
時
に
、
環

境
保
護
局
は
、
過
度

の
汚
染

の
場

合

に
お
け
る
救
済
策
も
、
明
細
に
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
制
方
式
は
、
連
邦
政
府
が
環
境
保
護
諸
法

の
強
制
施
行
に
踏
み
き
ら
な

い
限
り
、

環
境
汚
染
者
は
当
該
諸
法
に
服
従
す
る
こ
と
は
な

い
と
す
る
見
解

の
、
直
系
的
な
継
承
で
あ
り
、
そ
の
射
映

で
も
あ
る
。
航
空
産
業
に
対
す
る
規

制
と
同
じ
く
、
こ
の
種

の
規
制
体
系
は
、
数
十
年
以
前
に
は
確
か

に
有
効

で
あ
り
、
あ
る
程
度
、
妥
当
性
を
有
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
少
な
か

ら
ぬ
産
業
分
野
で
は
、
大
気
汚
染

の
減
少
は
、
強
大
は
抵
抗

に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代

の
後

半

に
い
た
る
ま
で
に
、
こ
れ
ま

で
社
会

の
基
部
に
暗
く
沈
潜
し
て
い
た
、
こ
の
よ
う
な
と
も
す
れ
ば
剛
直
と
も
お
も
わ
れ
る
規
制
体
系

の
変
更
を

要
望
す
る
見
解
が
、
汲
み
あ
げ
ら
れ
、
社
会

の
表
面
に
浮
上
し
、
膨
張
し
、
展
開
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。



46神奈川法学第35巻 第2号2002年{476)

現
代
に
お
け
る
政
府
規
制
と

一
九
七
〇
年
代
以
前
に
お
け
る
そ
れ
と
を
、
全
く
同
質

の
色
調
で
包
み
こ
む
こ
と
は
、
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
現
代

政
府

の
規
制
は
、
大
気
汚
染

の

《
権
利
》

(甑
ひq
げ
叶)
が
売
買
さ
れ
う
る
と

い
う

《
市
場
型
》

(ヨ
母
幕

滑)
の
方
向

に
、
移
行
し

つ
つ
あ
る
。
こ
れ

に
よ

っ
て
、
規
制

の
対
象
世

界
は
、
従
来

の
規

制
論
理
と
全
く
異
質

の
構
造

に
結
晶
す

る
。

こ
の
意
味

に
お
け
る

《
市
場
型
規
制
体
系
》

(日
p。
蒔
Φ
θ-σ
霧
巴

器
伽q
巳
p。
け一8

亀
ω
8
日
)

の
下
で
は
、
各
事
業
体
は
、

一
定
水
準

の
大
気
汚
染
量
を
排
出
す
る

《
権
利
》
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
割

り
当

て
ら
れ
る
。
も
し
当
該
事
業
体
が
、
技
術
革
新
を
重
ね
、
自
己
の
排
出
量
を
、
そ
の
割
り
当

て
ら
れ
た
汚
染
排
出
水
準
以
下
に
減
少
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
な
ら
ば
、
当
該
事
業
体

は
、
汚
染
排
出
量
を
、
自
己

に
許
容
さ
れ
た
水
準
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
他

の
事
業

体
に
、
《
過
剰

の
》
(①
肖

Φ
ω
ω
)
大
気
汚
染

の

《
権
利
》
を

、
売
却

で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
あ
る
意
味
で
、
《
大
気
汚
染
は
、
企
業

に
と

っ
て
、

損
に
な
ら
な

い
》
(鼻。
o
o
ヨ
O
o
昌

冨

く
ω
8

0
0
一ξ
け①
)
。
結
局
、
大
気
汚
染

の
減
量
は
、
経
済

の
理
法

に
か
な
う
と

い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故

に
、
環
境
保
護
局
は
、
企
業
が
大
気
汚
染
を
増
大
さ
せ
る
と

い
う
、
狂
気
を
凝
視
す
る
理
性

の
武
装
を
固
め
る
必
要
も
な
く
、
企
業
が
自

己
の
大
気
汚
染
量
を
少
な
く
す
る
方
法
に

つ
い
て
、
詳
細
に
規
制
す
る
職
務
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
保
護
局
は
、
単
に
、
自
己
の
視

線
を
、
企
業

に
よ
る
大
気
汚
染

の
減
量
結
果
の

一
点

に
、
集
約
さ
せ
れ
ば
よ

い
。
現
代
に
お
け
る
政
府
規
制
か
ら
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
前
に
お

け
る
政
府
規
制

の
残
影

や
余
響
を
感
じ
と
る
こ
と
が
、
困
難
と
な
る
に
い
た

っ
て
い
る
。
前
者
は
、
後
者

の
地
平
か
ら
遠
ざ

か
る
。
現
代

の
政
府

規
制
は
、
結
果
志
向
と

い
う

一
定

の
秩
序

に
貫
ぬ
か
れ
た
構
造
に
、
統

一
さ
れ
て
い
る
。

　　

　

と

こ
ろ
で
、

二
十
世
紀
末

葉
か

ら

二
十

一
世

紀

に
か
け

て
、
《
政
府

規
制
緩
和

》
と

い
う

言
葉
が
、

登
場
し

は
じ
め
た
。
《
政
府
規
制
緩

和
》
と

い
う

言

葉

は
、

様

々
な
文

脈

の
下

で
用

い
ら
れ

る

に
せ
よ

、
本

稿

は
、

そ

れ
を

、

「
政
府
自

身

の
内

的

運
用
」

(ぎ
8
∋

巴

日
o
　
9。
mq
Φ
ヨ
Φ
導

o
{

。q
。
<
Φ
§

Φ
轟

撃

に
関
連
す
る
活
動
と
み
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る

《
政
府
規
製

和
》
は
、

一
九
八
・
年
代

に
お
け
る
政
治

の
完
全
な
る

碧
葺

げ
Φ
ω
帥ωと
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
と
こ
ろ
の

一
九
八
〇
年
代
の
政
治
と
は
、
政
府
活
動

の
範

域
を
狭
隆
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
こ
に
残
さ
れ
た
他

の
狭
小
な
範
囲
の
政
府
活
動
を
も
、
厳
格

に
統
制
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

一
九
八
〇
年
代

の
政
治
家
は
、
連
邦
官
僚
制

に
対
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す

る
特
別

の
嫌
悪

感

や
不
信
を

露
わ

に
し
、
公
共

政
策

に
対
す

る
官
僚
制

の
支

配
力

や
統
率

力

の
可
及
的

な
排
除
を
求
め

て
い
た
。
こ

の
こ
と

は

、

一
九

八

〇
年
代

に
お
け

る
政

治
家
を

象
徴

す
る

に
R

・
レ
ー
ガ

ン

(カ
o
口
巴
自
幻
Φ
謎

き

)
が

、
か

つ
て
好

ん

で
発
言

し
た
次

の

一
句

に
、
覗
わ

れ
よ

(耀
・

「
政

府

は

、
常

に

、

問

題

を

起

す
存

在

で
あ

り

、
唯

一
無

二

の
問

題

の
解

決

者

で
は

な

い
と

、

私

は

確

信

す

る
」

(H
ぴ
Φ
}冨
く
Φ
島

9。
酢

ゆq
O
<
Φ
h
日
β
Φ
鵠
二
ω
什げ
Φ
U
噌
O
ぽ
Ω
B
℃
口
O
辞
什7
Φ
四
口
ω芝
Φ
N)
。

も

と
よ

り
、
大
統

領
と
官

僚
制

と

の
間

に
お
け

る
軋
礫

は

、
不
可
避

で
あ
り

、
必
ず

し
も

一
九

八
〇
年

代

に
限
る
わ

け

で
は

な

い
。
理
論

上

、

大
統

領
は
、
行

政
部

首
長

で
あ

り

、
そ

の
多

数

の
構

成
単
位

を
統
轄
す

る
。

し
か
し
、
大
統

領
は
、
自

ら

の
理
論
上

の
地
位
と

現
実

の
そ
れ
と

の

間

に
拡

が
る
断
層

に
挫
折
感
を

抱

い
た
ま
ま

任
期
を
終
え

、
官

僚
制

の
構

造
と
機
能

に
対
す

る
確

実
な
統
御

も
し
く

は
変

革

の
至
難
性

に
、
絶
望

感

を
味

わ
う

の
が
、
通
例

で
あ

っ
た
。

例
え

ば
、

元
将
軍

で
あ

っ
た

D

.
D

・
ア
イ
ゼ

ン

ハ
ゥ

ァ
ー

(∪
§

Φq
鐸

∪
.
禦

ω
①
弓

o
壽

H)
大

統
領

は
、
久
し
き

に
わ
た

る
軍
人

生
活

の
体

験
か
ら

、
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
型

の
階
統
制

の
頂
点

か
ら
末
端

に
向

っ
て
、
自

己

の
命
令

や
指
令

が
支

障
な
く

滑
降
す

る
と

い
う

強

固
な
支

配

・
服
従
体

制

の
運
用

に
、
慣
熟

し

て

い
た
。
彼

の
前
任
者

で
あ

っ
た

H

・
S

・
ト

ル
ー

マ
ン

(踏
p。
『蔓

ω
・
↓
把

ヨ
雪

)
大
統
領

は
、

ア
イ
ゼ

ン

ハ
ウ

ア
ー
大

轄

に

つ
い
て
、
こ
の
こ
と
を
、
次

の
よ
う

に
寸
評
し
て
馳

・

「彼

[
ア
イ

ゼ

ン

ハ
ウ

ア
ー
大

統
領
]

は
、

い

つ
も
執

務
室

の
椅

子

に
座

っ
て
、
部

下

に
、
、

こ
れ
を
せ

よ
!
あ
れ
を

せ

よ
!
"
と
命
令
を

下

す

の
が

、
常

で
あ

っ
た
。
6

れ

に
よ

っ
て
、
何
ご
と
も

、
起

こ
り

は
し
な

い
》

(』
b
織
旨
o
誌
賊轟

§
ミ

》
§

窪

)
。

ア
イ

ク

(貯
Φ
)

に
は
気

の
毒

だ
が
、
官
僚
制
は
、
陸
軍
と
は
似

て
も
似

つ
か
ぬ
も

の
な

の
で
あ
る
。
彼
は
、
常
に
、
深

い
挫
折
感

に
お
そ
わ
れ
た
」
。

同
じ
く
、
B

・
ク
リ
ン
ト
ン

(切
已

Ω
葺

o
ロ
)
大
統
領
も
、

一
九
九
三
年

に
、
大
統
領
に
就
任
し
た
と
き
、
彼

の
就
任
以
前
の
二
四
年
間

の

う
ち

の
二
十
年

の
長
き
に
わ
た

っ
て
、
共
和
党
政
権

に
よ

っ
て
形
づ
く
ら
れ
、
共
和
党
色

に
染
め
あ
げ
ら
れ
て
き
た
官
僚
制
は
、
民
主
党
政
権
到
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来

の
光
彩

の
な
か
で
必
ら
ず
し
も
影

の
薄

い
存
在
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
共
和
党
政
権

の
残
像
を
と
ど
め
、
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領

の
立
法
計
画

　
む

　

の
消
化

に
適
用
す
る
よ
う
、
自
ら
の
運
用
様
式
を
変
革
す
る
態
度
を
進

ん
で
示
す

こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
統
領
が
、
官
僚
制
を
自
己

の
統
制
と
指
導

の
射
程

の
う
ち
に
完
全
に
収
め
る
と

い
う

こ
と
は
、
も
と
よ
り
、
き
わ
め
て
困
難

で
あ
り
、
官
僚
制
は
、
大
統
領

の
統
制
と
指
導

の
角
度
か
ら
眺
め
る
な
ら
ば
、
負

の
条
件

の
集
積
体
と

い
え
よ
う
。
両
者
間
の
不
協
和
音
と
軋
み

は
、
主
調
低
音
と
し
て
、
そ
の
相
互
関
係

の
基
底

に
響

い
て

い
る
。

一
九
八
〇
年
代

に
は
、
そ
の
主
調
低
音
が
、
際
だ

っ
て
い
た
と

い

っ
て
よ

い

(
32

)
。一

九
八
〇
年
代
政
治

の
碧
葺

冨

ω
一ω
と
し
て
出
現
し
た

《
政
府
規
制
緩
和
》
の
、

い
わ
ば
謎

の
深
層
部

の
脈
絡
を
た
ど
り
、
そ
こ
に
据
え
ら
れ

て

い
る
基
本
的
前
提
を
探
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
官
僚
制
の
行
動

に
対
す
る
少
な
か
ら
ぬ
抑
制
が
除
去
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
政
府
は
、
自

己

の
職
能
を
・
よ
り
肇

的
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う

こ
と

に
求
め
ら
襲

。
《
政
窺

製

和
》

の
問
題
点
は
、
政
府

の
迅
速
か

つ

能
率

的
な
行

動
を
妨

害
す

る
規
則

や
規
制

の
体
系

の
存
在

で
あ

る
。
《
政
府
規
制

緩
和

》

に
は
、
政
府

の
行
動

に
対

す
る
桓
桔

の
撤
去

か
ら

、
社

会
共

同

の
福
祉
を

実
現
す

る
た
め

の
新

た
な
創
造
的
な
職

能

の
展

開

へ
の
、
明
確

な
、
そ
し

て
、
楽
観
的

な

ベ
ク
ト

ル
が
、

設
定

さ
れ

て
る
。

こ
う

し
た

《
政
府
規
制
緩

和
》

の
目
的
な

い
し
正
当

性

の
根
拠

に
解

明

の
光

を
投
げ
か
け

る
な
ら
ば

、
そ
れ
は
、

三
者

に
要

約
さ
れ

る
。

第

一
は
、
公
共

部
門

の
活
性
化

で
あ

る
。

こ

の
こ
と
は
、

レ
ー
ガ

ン
政
権

の
高

官

で
あ

っ
た
C

・
ホ
ー
ナ
ー

(O
O
コ
ω
什pゆ
]P
O
Φ
閏
O
b
P
Φ
【)

に
よ

　
あ

ソ

っ
て
、
あ
り
の
ま
ま

に
直
叙
さ
れ
る
。
彼
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

「公
共
部
門
に
関
す
る
規
制
緩
和
は
、
私
的
部
門
の
規
制
緩
和
と
同
様

に
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
同
じ
理
由
に
基
づ
く
。
公
共
部

門

に
所
属
す
る
職
員

の
企
業
家
的

エ
ネ

ル
ギ
ー

の
解
放
が
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
あ
た
る
。
我

々
は
、
待
機
と
模
様
な
が
め
よ
り
は
、
む
し
ろ
、

決
断
と
行
動
を
な
し
う
る
可
塑
性

の
高

い
決
然
た
る
公
務
員
制
を
、
必
要
と
し
て
い
る
」
。

規
制
緩
和
接
近
法

(住
霞
Φ
Φq
巳
讐
o
昌

8

買
8
0
げ
)
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
明
ら
か
に
、
公
共
部
門
に
封
印
さ
れ
て

い
る
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ

ル
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ギ
あ

放
出
で
あ
り
、
山、同
度

の
政
府
活
動

の
展
開

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
公
共
部
門
の
領
域
に
伸
び

て
い
る
肇

褥
礼

(邑

9

①
)
の
拘
束

の

地

下
茎
を
取
り
除
く
な
ら
ば
、
政
府
活
動
は
、
よ
り
創
造
的
に
、
よ
り
効
果
的

に
、
そ
し
て
、
よ
り
能
率
的
に
・
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
・

さ
ら

に
、
保
守
層
は
、
往

々
、
《
規
制
緩
和
》
を
通
し
て
創
出
さ
れ
る
す

べ
て
の
政
府
活
動
は
、
社
会
保
障

の
規
制
諸
施
策
が
貧
困
層
に
寛
大
と

な
り
産
業
に
対
し
て
抑
制
的
と
な
る
と
否
定
的
に
判
断
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
保
守
層
が
是
認
す
る
方
向
に
そ

っ
て
す
べ
て
が
進
展
し
て
ゆ
く

も

の
と
、
肯
定
的
に
こ
れ
を
考
え
る
。

第

二
は
、
《
政
府
規
製

和
》
が
、
《市
場
経
済

モ
デ
ル
と
そ

の
管
理
主
義

の
別
版
》

(§

量

く
Φ
ぎ

:

;

.
ヨ
p.
量

ヨ
垂

罠

認

§

-。
・q
Φ
肘一山
葺

)
だ
と

い
・つ
こ
と
で
あ
る
。
《
規
制
緩
和
》

の

《
市
場
経
済
版
》

(§

蒙

叶昆

く
豊

8

)

で
は
・
政
府
内
規
制
撤
発

の
主
要

目
的
は
、
公
善

理
者

の
管
理
能
力
の
伸
張
で
あ
る
。
管
理
者
が
、
人
窺

則
、
予
算
規
則
、
物
品
購
入
規
則
・
そ
の
他

の
諸
規
則

の
・
公
共
部

門

の
装
置
に
よ

っ
て
、
「　
口動
を
轟

さ
れ
て
い
る
限
り
、
管
理

王
義

の
貫
徹
に
よ
る
襲

尚

上
の
真

の
可
能
性
は
・
決
し
て
生
ま
れ
な

い
で
あ
ろ

、つ
。
.」
の
場
ム
。
、
管
理
者
は
、
.」
う
し
た
規
則
の
網
目
に
絡
み
と
ら
れ
自
閉
し
よ
・つ
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
管
理
者
は
煩
雑
な
諸
規
則

の
繁

に
よ

っ
て
、
量
口動

の
自
由
を
窒
息

さ
せ
ら
れ
、
剥
製
化
さ
れ
る
道
程
を
歩
む
こ
と

に
な

る
。
こ
れ
故
に
、
《
規
制
緩
和
》
と
市
場
経
済

モ
デ
ル
と
は
・

政
府
改
革

の
た
め
の
相
互
蘂

の
接
近
法

に
ほ
か
な
ら
な

い
.
と
り
わ
け
、
人
審

理
、
物
品
購
入
、
そ
れ
に
・
羅

の
職
能
に
対
す
る
政
府
内

規
制

の

掃

は
、
公
共
部
門
管
理
者
に
、
私
的
部
門
に
お
け
る
管
理
者
と
ほ
ぼ
里

の
行
動
、
す
な
わ
ち
、
公
共
部
門
に
お
け
る
能
率

の
推
進
活

動
を

、
と

ら
せ

る
こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う
。

第
三
は
、
政
府
改
革
の

《規
制
緩
和
》
版
が
、
《少
な
か
ら
ぬ
嘉

モ
デ
ル
案

》
(婁

暮

①「
。;

Φ
曇

Φ量

;

9

餌
量

讐

剣

日
。
α
.
一)

の
結
.
探

だ
と

い
・つ
こ
と

で
あ

る
。
　茄

モ
デ
ル
が
、
職
員

の
所
属

す
る
公
共

部

門
に
お
け

る
諸

組
織

の
た
め

の
意

思
決

定

に
・
よ
り

完
全
な
形
式
で
当
該
瞥

を
参
加
さ
せ
る
.
」
と
を
支
持
す
る
の
に
対
し
て
、
《
規
制
緩
和
》
版

の
講

者
は
・
さ
ら
に
こ
れ
を

一
歩
進
め
て
・
内

発

の
個
人

の
裁
.穰

の
行
使
が
、
実
効
性

の
あ
る
公
共
行
為
を
産
み
だ
す
た
め
に
、
外
発

の
規
制
窺

則
よ
り
も
は
る
か
に
優

る
と
主
張
す

る
・
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《
規
制
緩
和
》
版
は
・
公
共
部
門
と

い
う
舞

の
領
域

の
な
か
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

て
い
た
個
人
の
裁
量
権

の
行
使
を
、
広

々
と
し
た
公
共
行
為

の

普
遍
性

の
地
平
に
向

っ
て
開
放
し
よ
う
と
す
る
音
薗

に
た

つ
と

い
っ
て
よ
か
ろ
、つ
.
規
製

和
接
醸

の
知
的
父
祖

の

天

で
あ
る
J

.
Q

.
ウ

ィ

ル
ソ
ン

(冒
ヨ
①
ω
ρ

≦

ぎ

昌
)
教
授

(国
Q
2

胃
α
¢
巴
く
霞
ω
詳
S

は
、
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

「人

々
は
・
総

じ

て
・
以

下

の
よ
う

な
環
境

の
下
で
、
職
務

に
励

む

こ
と
を
好

ま

な

い
。
そ
れ

は
、

一
に
、
す

べ
て
の
行
為

が
、
結
果
論

で
批

判

さ
れ

(ω
Φ
8

巳

ぬ
⊆
①
ω
ω巴

)
・

二

に
、
す

べ
て
の
発
議

が
馨

の
眼

で
み
ら

れ
、
そ
し

て
、

三

に
、

す

べ
て

の
議
論

の
的
と

な
る
意

田
心決
定

が

不
当

と
し

て
糾

弾
さ

れ
る
と

い
う
、

環

境
で
あ

る
」
。

釜

川
モ
デ
ル
の
観
点

か
ら

い
え
ば
、
双
方
間

の
相
違
は
、
《
規
制
緩
和
》
の
提
唱
者
が
、
こ
う
し
た
改
革
糞

を
、
自
己
実
現
や
荒

自
体

の

よ
う
な
価
値
よ
り
も
・
む
し
ろ
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
公
共
行
為

の
能
率
性
の
向
上
と
連
環
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考

え
る
と

い
、つ
点

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

《
規
制
緩
和
》

の
概
念
と
正
当
性

の
根
拠

に
お

い
て
、
軽

さ
れ
る
べ
き
対
象

の
敵
は
、
本
質
的
に
厘

で
あ
る
。
そ
の
敵
と
は
、

(難

的
意
味
に
お

い
て
)
次
第

に
官
僚
制
化
さ
れ
、
そ
れ
自
身

の
規
則
と
そ
れ
自
身

の
繁
毒

礼

に
よ

っ
て
轟

さ
れ
て

い
る
、
ほ
か
な
ら
ぬ

公
共
部
門
で
あ
る
・
《
規
制
緩
和
》
提
唱
者

の
主
張
に
よ
る
な
ら
ば
、
政
府

に
関
す
る
内
的
規
制
は
、
政
府
が
、
自
己

の
目
的
を
可
能
な
限
り
効
果

的
に
・
あ
る

い
は
・
能
率
的
に
達
成
す
る
と

い
う
こ
と
を
、
阻
む
。
政
治
家
が
官
僚
制

に
対
し
て
抱
く
不
信
感
の
故
に
、
ま
た
、
政
治
家
の
選
挙

民
が
官
僚
制
に
対
し
て
抱
く
・
よ
り
大
な
る
不
信
感

の
儀

、
統
制
に
次
ぐ
統
制
が
、
公
共
部
門

に
お
け
る
管
理
者
に
累
加
さ
れ
て
曹

.
こ
、つ

し
た
統
制

の
結
果

彼
ら
は
・
自
己
の
職
務
を
、
可
能
な
限
り
効
果
的
に
遂
行
す
る
+
分
な
余
裕
を
も
ち
、え
な

い
と
認
め
ざ
る
を
、え
な
く
な
る
。

疲

に
・
過
剰
な
政
府
窺

制

の
根
源
は
、
官
僚
制
そ
の
も
の
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
管
理
上
の
問
題
状
況

の
泉
源
と
お
も
わ
れ

る

の
は
・
人

々
が
・
そ
し
て
・
彼
ら

の
肇

さ
れ
た
代
議
員
が
、
と
も
に
抱
懐
す
る
篠

制

の
心
象
風
景
で
あ
り
、
そ

の
風
景
を
濾
過
し
て
映
像

化
さ
れ
る
官
僚
制
の
轟

能

で
あ
る
・
こ
う
し
た
意
識

の
内
面
に
凝
集
さ
れ
た
官
僚
制

の
仮
象
的
現
実
態
は
、
そ
れ
自
身
、
自
立
し
た
位
相
を
保

ち
・
独
立

に
動
き
だ
す
・
官
僚
制

の
護

員
は
、
官
僚
制

の

《
顧
客
》
に
課
せ
ら
れ
る
の
と
同
じ
く
、
彼
ら
自
身

に
負
荷
さ
れ
る
内
的
規
制
に
よ
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っ
て
へ
う

っ
　
し
　
　

に
　

い
る
む

し
か
し
、

.
」
の
よ
、つ
な

、
職
業
行

政
官

は
、
自

己

の
上
司

に
当

る
政
治
的

行
政
官

に
対
し

て
、
自

己
が
加
重

さ
れ

る
統
制

は
現
実

に
は
非

生
産

的

で
あ
り
逆
効
果

で
あ

る
と

い
・つ
こ
と
を
、
葎

さ
せ
る
こ
と
が
、
谷

勿
で
は
な

い
。
政
治
的
行
政
官
と
職
業
行
政
官
と
は
垂

直
的
対
比
の
葛

藤
と
護

の
関
係
に
あ
り
、
水
平
面
で
横
に
並

べ
て
考
え
ら
れ
る
対
比

の
関
係

で
は
な

い
。
復

制
に
要
ら
ざ
る
規
制

や
統
制
を
嘉

す
る
こ
と

は
、
肇

に
お

い
て
、
必
ら
ず
し
も
好
ま
し
く
な

い
影
響
力
を
も
た
ら
す
と

い
う
わ
け
で
は
な

い
.
他
方
、
官
僚
制
と
親
密
な
関
係
に
あ

る
政
治

家
は
、
現
代

の
反
政
府
的
な
政
治
気
象

の
価
値
表
を
通
過
葛

」
と
に
よ

っ
て
、
選
挙
上
、
不
利
な
状
況
の
下
に
立
た
さ
れ
選

挙
民
か
ら
疑
惑

の
眼

で
眺
め
ら
れ
て
、
嚢

確
保
と

い
・つ
実
利
的

.
実
際
的
価
値

に
、
背
を
向
け
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
・

二
。
。
。
年
の
大
統
領
選
挙
で
・

最
初

の

《
政
府
規
制
緩
和
》
(砺

中
心
的
な
政
治
家

で
あ

っ
た
A
.
.コ
ァ
民
主
党
大
統
領
候
藻

、
《
官
僚
制
叩
き
》

(げ
。
§

§

ぎ

9
ω
ぎ

。q
)

を
よ
ぎ
な

く
さ
れ
た

の
で
あ

る
　

行
政

の
駕

束
性
は
、
多
く

の
分
野
に
お
い
て
、
政
府
行
動
を
遅
滞
さ
せ
、
そ
の
柔
軟
性
を
減
退
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
・
《
政
府
規
制
緩
和
》
は
・

こ
う
し
た
事
態
の
解
消
策
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

し
か
し
、
《
政
府
規
制
緩
和
》
に
も
、
問
題
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
二
者
に
大
別
さ
れ
る
。

第

颪

、
過
去

へ
の
糎

的
逆
流
で
あ
る
.
警

の
政
府
懇

は
、
新
た
に

《
規
制
緩
和
》
さ
れ
た
世
界
に
、
多
少
な
り
と
も
輩

と
襟

を

憶
、手

に
は
い
ら
れ
な

い
。
過
去

に
お
け
る
政
府
内
規
制
と
手
続
は
、
政
履

員
と

《
顧
客
》

の
双
方
に
、
少
な
か
ら
ざ
る
程
度
・
行
動

の
肇

性
と
予
測
性
と
を
、
明
ら
か
に
付
与
し

て
い
た
.
個

々
の
政
腐

員
は
、
過
大
な
個
人
責
任
を
自
ら
担
う
必
要
も
な
く
・
行
動

の
指
標
と
し
て
・

階
統
制
、
規
則
、
そ
し
て
規
制

に
、
依
存
し
て
い
る
だ
け
で
+
分
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
自
立
精
神
、
主
荏

・
製

裁
断
力
・
個
性
的
人
格

な
ど

の
、
発
揚

の
場
は
、
建

も
同
然
で
あ
り
、
個

々
の
政
堪

員
は
、
た
だ
命
令
さ
れ
る
だ
け

の
可
憐
な
行
政
の
。
ボ

ッ
ー
の
ご
と
き
存
在
で

あ

っ
た
。
そ
こ
に
お
け
る
責
任

の
回
避
は
、
空
虚
な
美
名
を
も

っ
て
飾
ら
れ
る
よ
う
と
も
、
政
堪

頁

の
陳
腐
な
行
動
形
態

で
あ

っ
て
・
そ
れ
は
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ソ

容
易

に
病
的
と
な
り
、
自
己
防
衛
的
な
行
動
形
態

へ
と
媒
介
さ
れ
、
変
奏
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

こ
う

し

た
状

況
か

ら
・
少

な
か

ら
ぬ
公
共

懇

が
、
旧
来

の
気
楽

で
快
適

な
体

制
を

、
も
う

度

再
肇

し

よ
、つ
と
試

み
る
と

い
、つ
.」
と

は
、

い
さ
さ
か
も
怪

し
む

に
た
り
な

い
・

こ
の
現
象

は
、
公
共

組
織

の
放

恣
な
自

己
発
散

に
す
ぎ

な

い
で
あ

ろ
、つ
.
例
、濠

、

ア
メ
リ

ヵ
A
。衆

国

の
入

事
管
理
庁

(○
庄
8

0
h
℃
興
ω
o
嘗

2

竃
き

謎

Φ
日
Φ
葺
)

(・
P
M
)
が
、
旧
人
事
規
則
を
肇

し
た
と
き
、
遡

な
く
連
邦
政
府
内

の
多
く

の
行

政
諸
機
関
が
・
機
関
自
身

の
人
事
規
則
と
し
て
、
廃
棄
さ
れ
た
人
事
規
則
と
里

の
規
則
体
委

採
択
し
て
い
る
。

疑

い
も
な
く
・
新
た
な
必
要
性

や
係
争
問
題
が
台
頭
す
る
と
き
、
こ
れ
ら

の
行
政
諸
機
関
は
、
機
関
自
身
の
人
窺

則
の
蓄
積

に
、
新
た
な
必

要
性

や
問
題
状
況
に
対
応
す
る
そ
れ
ぞ
れ
個
別

の
規
則
を
加
え

る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
、
様

々
な
方
法

で
規
則
を
積
み
上
げ

て
ゆ
く
.
そ
の
結

果
・
連
邦
政
府
は
・
実
質
的

に
、
《
規
制
緩
和
》
以
前

の
状
態
よ
り
も
、
大
き
く
、
規
則

の
堆
積

に
よ

っ
て
負

の
影
響
力
を

こ
う
む
る
こ
と
に
な

る
と

い
っ
て
よ

い
・
そ

の
理
由
は
・
単
純
に

い
え
ば
、
肴

政
機
関
を
横
断
し
各
機
関
の
行
動
を
誘
導
す
る
、
暗
黙

の
共
通
規
制
紫

が
存
在
し

な

い
と

い
う
事
実

に
よ
る
。
安
易
で
平
穏
な
旧
体
制

へ
の
憧
憬
と
渇
望
が
、
《
政
府
規
制
緩
和
》
の
問
題
状
況
を
演
出
す
る
。

第

二
は
・
《
政
府
規
制
緩
和
》
と

《
政
府
規
制
》
と

の
問
に
お
け
る
薯

と
剥
離

近
接
と
隔
絶
と

い
・つ
二
重
難

性
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
・
磐

有
力
な

《市
場
蓋

型
改
覆

近
法
》
(最

軍

σ
蓬

§

§

。ぎ

魯

ヨ
)
と
、
公
共
部
門
の

《規
制
緩
和
》
の
試
み
と
の
間

に
・
少
な
か
ら
ざ

る
非
両
立
性
が
・
存
在
す
る
よ
・つ
に
お
も
わ
れ
る
.
例
え
ば
、
大
馨

(蒙

↓
霧

邑

は
、
自
ら
が
分
権
化
し

《
規
製

羅
鞍

醒

雛

酎殿

は霧
鰻

鶴
藷
縮
馨

尉輔

鞭
鑛

贈

た
意
図

の
下
に
・
実
施
さ
れ

て
い
る
・
同
じ
く
、
窺

制
緩
和
》

の
目
的
も
、

一
に
公
的
資
金

の
節
約

で
あ
り
、
二
に
財
貨
と
用
役

の
購
入
に
当

た

っ
て
・
政
府

に
・
よ
り
迅
速

に
・

そ
し

て
、
よ
り
創

造
的

に
、

行
動
を
起

さ
せ

る
と

い
う
点

に
、
そ
れ
ぞ

れ
、
求

め

ら
れ
る
。
イ

ギ
リ

ス
の
経

験
は
・
窺

制
緩
和
》

の
意
図
が
、
高
度

窺

制
的
な
機
制
を
通
し

て
現
実
に
達
成
さ
れ
る
と

い
・つ
、
自
己
矛
盾

.
内
的
逆
説

の
事
例
を
示
し

て
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い
る
と

い
え

よ
、つ
。

.」
こ
に
は

、
《
規
制
緩
和

》

の
地
平

と
規
制
的

機
制

の
地

平
と

が
、
隔
離

し

つ

つ
な
お
連
結

す

る
と

い
う

秘
め
ら

れ
た
地
層

の
複

雑
性

が
、
看

て
と

れ
る
。

次

に
、
《
政
府
再
生

》

に
向

か
う

行
程

の
な

か

の
重

要
な
も
う

一
つ
の
里
程
標
が

、
《
民
有

化
》

(質

ぞ
偵。
欝

盛

o
コ
)

で
あ

る
。

募

花

》
と

い
う
言
葉
が
、
奪

ω
§

辞
典
に
最
初
に
現
れ
た
年
は
、

充

八
三
年

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
・
《
碁

花

》
が
・
《
私
右
花

す
る

.と

、
と
く
に

(妻

も
し
く
は
産
業
と
し
て
)
公
共
部
門
か
ら
私
的
部
門

へ
統
制
権
あ
る

い
は
所
有
権

の
帰
属
を
変
え

る
こ
と
》

〔8

§

落

b
『
一く
山
什
Φ
噛
Φ
ω
b
Φ
。
一餌
ξ

酢
。
o
げ
帥
鵠
㎝q
Φ
(禽・
。。
国
げ
琶

口
Φ
ω
ω
。
ユ

鼠

・
ω
5

)
律
o
ヨ

薯

げ
一一〇
8

胃

一く
簿

Φ
0
8

窪

o
一
〇
『
o
芝
嵩
巽

ω
霞

O
〕

と

狭

く

定

義

さ

れ

て

い

る

。《民
有
化
》
は
、
A
・
日
、
通
常

、
政
府
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
財
貨

や
用
役

の
　得

を
、
契
約
に
よ

っ
て
、
私
的
部
門
に
請
け
負
わ
せ
る

《
行

為
》
(-。
。
什)
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
擁

囲
に
及
ぶ
活
動
を
含
む
。
道
路
穆

、
公
園
の
維
持

・
管
理
、
ビ
ル

・
学
馨

の
管
理
業
務
・
婆

確
保
・

交
通

.
工
峯

に
お
け
る
安
全
性

の
保
障
、
産
麓

棄
物

の
回
収
、
汚
水

・
ご
み
処
理
な
ど
も
、
こ
れ
に
入
る
・
政
府
諸
機
関

あ
る
い
は
・
政

府
機
能

の
、
私
的
部
門
に
お
け
る
企
業

へ
の
売
却
も
、
《
民
有
化
》
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら

の
諸

《
行
為
》
な

い
し
諸

《
活
動
》
の
す

べ
て
に
共

通
す
る
特
徴
は
、
以
前
、
政
府
に
よ

っ
て
、
直
接

に
遂
行
さ
れ
て
き
た
財
貨
や
用
役

の
韓

活
動

の
完
遂
を
、
公
共
部
門

の
樗

造
と
し
て
編
成

さ
れ
た
私
的
部
門
に
依
存
す
る
と

い
う
方
程
式
を
解
く
こ
と

に
よ

っ
て
、
現
実

へ
の
通
路
を
開
こ
う
と
す
る
点
に
み
麗
。

げ
ん
に
、
レ
み

ン
政
権
は
、
少
な
か
ら
ぬ

《
民
有
化
》

に
重

し
て
い
る
。

レ
ー
ガ
ン
大
轄

の
政
策
は
・
政
駐

営

の
規
模
や
範
囲
に
・

藷

的
変
化
を
起
す
.芝

に
あ

っ
た
。
レ
み

ン
大
轄

…の
場
合
、
政
権
の
行
為
や
礎

の
な
か
に
、
そ
れ
を
貫

い
て
流
れ
る

《
碁

花

》
の
主

潮
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
レ
み

ン
政
権

の
時
代

に
は
、
姦

の
連
邦
政
府
肇

が
、
私
企
業

の
所
有
者
に
売
却
さ
れ
た
・
如

そ

・
連
邦

住
宅
局

(閃
Φ
伽
Φ
同
餌
;

。
信
ω
置

〉
§

量

(
F
H
A
)
、
ボ
ン
ネ
ヴ

ィ
ル

・
ダ
ム

(しu
§

曇

=
㊥
。
9・
ヨ
)
、
ダ
レ

ス
国
内
空
港

(旦

①
ω

窯
山
鼠
。
p
節
5

.
。
。
.
梓)
、
そ
れ
に
、
気
藩

星
、
な
ど

の
多
く

の
私
的
部
門

へ
の
薩

施
策
が
、
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
・
こ
れ
ら

の
提
案
は
・
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議
会

に
よ

っ
て
こ
と
ご
と

く
拒
絶

さ
れ
た

の
で
あ

る
。

《
民
有
化
》

の
推
進
論

の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
私
的
部
門
に
お
け
る
企
業
も
し
く
は
妻

体

は
、
市
場
撃

と

い
、藪

浪
に
洗
わ
れ
て
い

る
が
故

に
・
多

く

の
業
務

を
、
能
率

的
、
か

つ
、
実
効

的

に
遂
行
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

し
か

し
、

こ
れ
は

、
現

実
性
を
全

く
没
却
し

て

い
る
わ

け

で
は
な

い
に
せ
よ
・
推
進
論

者

が
好

ん

で
用

い
る

《
神
話

》

(ヨ
善

。
ω
)

で
あ
り

、

い
わ
ば

、
不
協
和
立
・
の
全

ム
・奏

で
鳴
り
響
く

、
彼

ら

に
と

っ
て
心
地
よ

い
交
響
楽
と

い
え
る
で
あ

馳

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
《
民
有
化
》
を
通
し
て
、
公

・
私
両
部
門
に
お
け
る
特
定

の
財
貨
や
用
役

の
給

　
　

　

付

は
、

一
本

の
線

上

に
継

起
す

る

こ
と

に
な

る
。

　　

　

こ
う
し
た

《
民
有
化
》

へ
の
旦
ハ体
的
方
策
に
は
、
数
種
が
あ
る
。

ま
ず
・
行
政
側
に
お
け
る
行
動
様
式
の
変
更
で
あ
る
。

死

八
二
年
に
活
動
を
開
始
し
た
行
政
管
理
改
善
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会

(勺
含

霧

。
。
巨

巨

ζ
羅

露

葺

暑

。
善

①
三
)
が
公
布
し
た

《
改
芙

八
》

(カ
Φぎ

・.
・.
)
が
、
こ
れ
に
当
る
.
.」
れ
は
、
生

産
性

の
達
成

目
標
と
政
府

の
基

本
的
な
行
動

過
程
と
を
統

合
し
、
《
官
僚

制
を
私
企
業

に
似
せ

て
行
動

さ
せ

る
こ
と

》

(
け。
日
・
評
.
9

.

　
り

　

げ
霞

8

ロ
自

9。
o
《
O
Φ
ほ
o
H
ヨ

一時
Φ
o
o
o
B

o
轟

鉱
8

)

の
試

み

で
あ

る
。

つ
い
で
・
請
負
契
約
な

い
し
外
注
で
紮

・

こ
の
種

の
契
約
は
、
《
民
有
化
》
の
最
も

一
般
的
な
形
式

の

;

で
あ
る
。

こ
の
契
約

で
は
、
政

府
が
ど

の
よ
う
な
財
貨

や
用
役

の
稗

が
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
を
行

い
、
財
貨
や
用
役

の
現
実

の
縛

行
為
は
、
私
的
部
門
の

私
企
業
な
ど

に
付
託
さ
れ
る
・
契
約

の
事
例
は
、
私
企
業

に
よ
る
兵
器

の
生
産
か
ら
、
私
的
契
約
者
に
よ
る

《
保
馨

理
業
務
》

(。
信
・。
什。
象
・
一

ω
Φ
三

豊

の
給
付
に

い
た
る
ま
で
、
広
範
囲
に
拡
散

し
て
い
る
。
軍
需
物
資

の
購
入
は
、
政
府
に
よ
る

《
民
有
化
》
の
主
要
な
例
証
で
あ
る
。

げ
ん
に
・
国
防
総
省

(勺
Φ
器

。q
。
⇒
)
予
算
額

の
ほ
ぼ
三
分

の
二
が
、
私
的
部
門

の
給
付
者
か
ら
購
入
さ
れ
る
財
貨

や
用
役

に
、
費
消
さ
れ
て
い

る

　そ

の
他

の
例
証
を
あ
げ
る
な
髄

、

一
九
八
三
年
に
、
予
箸

理

局

(・
穿

。
ま

轄

Φ
ヨ
Φ
器

・
α
ゆ
昌

Φ
什)
は
、
《
通
商
諸
活
動
に
関
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す
る
義

》

(勺
Φ
誉

N
§

。
Φ
。
団
。
§

遷

量

〉
・
量

δ
の
)
を
記
述
し
た
・
酷

Ω
§

§

≧

①
を
書
き
改
め
、
特
定
の
政
府
諸
用
役

の
給

付

の
た

め
に
、
私
的
部

門

に
よ
り
大
き
く
依

拠
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
生
産
性
を
向

上

さ
せ
る
と

い
う
目
標
を

・
提
示
し

た
・

冗

八
四
年
に
は
、
経
群

制
に
関
す
る
大
難

私
的
部
門
禦

萎

員
会

(℃
「豊

豊

、ω
穿

弩

ω
①
.§

。り
辱

警

。
。
。
ω§

量

)

は
、
三

暮

に
統
括
さ
れ
た

芳

二
…

頁
を
越
、え
る
四
七
の
報
告
書
と
い
う
甕

で
、
連
邦
政
府
に
お
け
る
管
理
状
況
の
七
八
四
の
そ
れ
ぞ

れ
の
局
面
に

つ
い
て
、
総
計
二
四
七
八
の
甦

口案
を
公
表
し
た
。
連
邦
政
塵

遜

の
轟

に
関
す
る
以
前

の
報
告
書
と
異
な
り
・
当
該
委
員
会

の

報
止
口書
は
、
こ
れ
ま

で
の
最
大
規
模
で
あ
る
、」
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
的
部
門

へ
の
依
存

に
お

い
て
独
特
で
あ

る
・
そ

の
独
自
性
は
・
八
五
九

の

私
企
業
や
そ
の
他
の
私
的
懇

か
ら
派
遣
さ
れ
た
凡
そ
を
二
…

名
の
喜

量

象

、
連
邦
政
府
の
多
く
の
肇

や
肇

の
霧

に
対
す
る

明
確
な
論
難
と
、
連
邦
政
府
の
廃

囲
に
及
ぶ
用
役
の
薄

の
た
め
に
私
企
業
を
活
用
す
る
明
瞭
な
選
択
意
思
を
顕
示
し
た
勧
告
案
を
作
成
し
た

と

い
う
点

に
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
公
共

.
私
的
両
部
門

の
各

々
が
、

い
わ
ば
、
対
極

に
立
ち
な
が
ら
、
財
貨
と
用
役

の
韓

に
お

い
て
・
互

い
に
架
橋
し

ム
.
い
、
泡
だ

つ
交
流
を
深
め
、
同

一
葎

の
重
奏
に
よ

っ
て
、
稗

活
動

の
交
響

禦

を
高
め
る
も

の
い
っ
て
よ
か
ろ
う
・

も
、つ

;

の

《
民
花

》
の
事
例
は
、
ム
ロ衆
国
郵
政
公
社

(¢
・
ω
・
℃
。
量

ω
Φ
三

8
)
に
み
ら
れ
る
公
社

(α-
。
<
§

馨

§

§

『簿
§

)

で
あ

る

。

公
社
は
、
髪

上
、
他

の
行
政
機
関
に
適
用
さ
れ
る
予
算

入

事

物
品
購
入
の
規
則
諸
体
系
か
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
独
立
性
を
鐸

し
て
い
る
・

し
か
し
、
郵
政
公
社
職
員
は
、
依
然
と
し
て
、
連
邦
政
腐

員

で
あ
る
。
前
者
と
後
者
と
を
明
確
に
識
別
す

る
臨
海
点
は
・
後
者
が
・
前
者
を
規

制
す
る
規
則
と
は
異
な

る
規
則

の
下
で
霧

に
従
事
し
て
い
る
と

い
・2

占
…に
、
収
縮
さ
れ
よ
う
。
郵
政
公
社
は
・
そ
れ
自
身
と
し
て
・
全
茶

。
貨
物
輸
送
会
社

a

ロ
淳
①
亀

-。
.
。
Φ
藪

三

8
)
や
連
邦
小
荷
物
輸
送
会
社

(「
Φ
α
塁

9

塁

の
よ
う
な
、
他

の
運
送
業
者
と
撃

関
係

に
立
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら

の
運
送
業
者
は
、
も
と
よ
り
、
郵
政
公
社
と
厘

貝
向

格
の
関
係
に
あ
る
わ
け

で
は
な

い
ご

」
れ
ら
の
業
者
は
・

■



56
神奈川法学第35巻 第2号2002年{486)

郵
政
公
社
と
交
錯
し
合

い
・
相
互
窺

定
し
合
う

こ
と
に
よ

っ
て
、
公
社
の
運
営
を
襲

化
し
、
納
税
者

に
よ
る
支
持

へ
の
公
社

の
依
存
度
を
軽

減

し

て
ゆ
く

こ
と

に
な

る
。

こ
う
し
て
・
《
民
有
化
》
と
は
・
公
共
部
門
に
お
け
る
禽

と
私
的
部
門

の
企
業
と
が
、
重
要
な
単
位
と
し
て
入
り
交

っ
た
交
響
空
間
を
形
成

す
る
も
の
と

い
っ
て
よ

い
・
も
と
よ
り
、
《
統
治

の
全
過
程
》

(。
<
Φ
邑

百

。
。
Φ
ω
ω
。
督

Φ
§

豊

の

《
曇

花

》
は
、
可
能

で
は
な

い
。

《
規
制
緩
和
》
も
し
く
は

《
政
府
規
制
緩
和
》
と

《
民
充

》
と

い
う
二

つ
の
里
程
標
を
越
、尺
た
地
占
…に
、
鹸

府
再
生
》
が
、
展
望
さ
れ
る
.

《
政
府
再
生
》

の
主
葎

は
、
《
政
府

の
響

方
法
;

Φ
　

薫

鴨

p
護

。
。
Φ
・
㊤
什Φ
.)

の
改
革
で
あ
る
.
こ
の
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
、

引
用

さ
れ
る
オ
ズ

ボ

ー

ン
と
ゲ
ー
ブ

ラ

ー
の
次

の
言
葉

に
明

ら
か
で
あ
る
。

「政
府

内

で
霧

を
遂
行

す

る
人

々
が
、

問
題

で
あ

る
わ
け

で
は
な

い
.
彼

ら

が
、
そ

こ
で
、
職

務
を
遂
行

し

て

い
る
統

治
体
系

(・。
《
、什.
B
)

に
、
問
題

が
、
所
在
す

る
」
。

《
政
府
再
生
》
は
・
将
来

の
篠

制
に
お
け
る
職
務
遂
行

の
能
率
性

実

効
性

の
確
保
に
、
決
定
的
量

要
で
あ
る
.
ま
た
、
そ
れ
は
、
官
僚

制

の
存
在
様
式
と
も
、
直
接
的
に
深
く
か
か
わ
る
。

再
生
さ
れ
る
べ
き
旧
来
か
ら
の
政
府

の
回
騒

を
形
成
す

る
篠

制
を
告
発
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
現
代

に
お
け
る
人

々
の
官
僚
制
に
対
す
る

信
頼
感

の
低
下
に
は
・
著
し

い
も

の
が
あ
る
.
人

々
の
日
笙

活

に
介
入
し
干
渉
す
る
官
僚
制
権
力

に
対
す
る
彼
ら
の
猜
疑
と
警
戒
が
、

こ
れ
に

あ

た

る
・

こ

の
こ
と

は
・

ス
ウ

ェ
L

ア
ン
や
イ
ギ
リ

ス

の
よ
う

に
、

強
力

で
は
あ

る

に
せ

よ
、
比
較

的

に
温
情

に
あ

ふ
れ
た
政
府

の
歴
史

に
六目
ま

れ
た
諸

国

に
お

い
て
も

・
官
僚
制

に
対

す
る
反
発
と
嫌
悪

の
感
情

は
、
気
体
と

し

て
、
少

な
か
ら
ず

人

々

の
身

辺
に
漂
、つ
。

そ

の
他

の
山.同
度

の
官

僚
制
化
さ
れ
た
政
治
体
系

の
下
に
あ
る
諸
国
で
は
、
急
速
な
経
護

長

に
対
す
る
人
々
の
熾
烈
な
願
胡
王
が
、
効
率
的
な
統
治
を
可
能
に
す
る
篠

制
の
魔
力
を
・
努

そ
の
も

の
と
し
て
、
政
腐

造

の
な
か
に
、
肇

に
、
し
か
も
固
定
的
に
結
・
田
化
さ
せ
る
こ
と
を
、
至
難
に
す
る
.
そ
れ
ば

か
り
か
・
こ
う
し
た
願
望
は
・
上
か
ら
の

一
元
的
な
好
ま
し
か
ら
ざ

る
政
府
統
制
と
、
社
会
に
お
け
る
下
か
ら
の
強
烈
に
し
て
穣

な
開
放

の
意
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欲
と

の
狭
間
に
お
け
る
動
揺
と
昏
迷
を
通
し

て
、
次
第
に
、
こ
れ
ら

の
諸
国
を
、
実
質
的
に
非
官
僚
制
化

の
方
向
に
、
誘
導
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
公
共
組
織
に
対
す
る
人

々
の
反
感
と
抵
抗
は
、
少
な
く
と
も
、
部
分
的
に
、
過
去

に
お
け
る
公
共
組
織

の
政
策

・
施
策

の
失
敗

の

経
験
的
事
実
を
、
人

々
の
意
識

の
内
面
に
、
凍

結
状
態

と
し
て
、
封
じ
こ
め

て
い
る
。
こ
の
凍
結
状
態
が
、
過
去
に
お
け
る
公
共
組
織
の
失
政
を

く
ま
な
く
映
し
だ
す
感
光
板

の
作
用
を
発
揮
す
る
。
そ

の
う
え
、
新
規

の
政
策

・
施
策

の
実
効
性
に

つ
い
て
も
、
人

々
の
間
に
、
そ
う
し
た
過
去

の
失
政
の
凍
結
状
態
を
震
源
と
し
て
、
懐
疑

の
津
波
を
引
き
起
す
。
こ
う
し
た
失
政
の
な
か
で
も
、
経
済
運
営

の
破
綻
が
、
そ

の
核
心
部
分
を
占

有
す
る
。

次

に
、
官
僚
制
に
お
け
る
組
織

の
固
化
で
あ
る
。
官
僚
制
内
に
お
け
る
職
業
行
政
官
を
対
象
と
す
る
規
制

・
規
則
は
、
上
か
ら
受
け
と

っ
た
指

令
や
伝

言
を
、
下
に
向

っ
て
、
単

に
機

械
的
に
忠
実
に
再
現
し
て
ゆ
く
だ
け

の
、
代
行

の
連
鎖
を
定
め
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
意
味
で
、
外

的
環

境
の
変
化
に
対
応
し
う
る
柔
軟
性

や
弾
力
性
が
欠
如
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
上
位

下
達

の
支
配

・
服
従
関
係
を
骨
格
と
す
る
権

威
の

階
統
制
は
、
人

々
か
ら
、
知
的
創
造
力

・
裁
断
力
を
奪

い
、
内
か
ら

の
改
革

へ
の
積
極
的
な
意
思
や
期
待
を
、
終
息
さ
せ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

こ

れ
は
、
ま
さ
し
く
、
権

刀
の
示
威
機
構
を
、
表
象
す
る
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

さ
ら
に
、
官
僚
制

の
お
け
る
職
務

の
特
殊
専
門
家

の
分
類
枠
組
は
、
過
剰
に
、
ま
た
、
厳
格
に
、
固
定
化
さ
れ
て
硬
直

し
閉
塞
し
て
、
組
織

の

な
か
に
、
職
務
遂
行
上
の
支
障

や
停
滞
を
も
た
ら
す
。

加
え

て
、
《
政
府
再
生
》
論
者

に
よ
れ
ば
、
と
く

に
重
要
で
看
過
し
え
な

い
点
は
、
官
僚
制
が
、
職
務
遂
行

の
結
果
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ

の

過
程
や
手
続
に
、
多
大
の
関
心
と
尖
鋭
な
視
線
を
向
け
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
官
僚
制
は
、
四
囲

の
変
動
的
状
況

の
な

か
で
、
職
務
の
完
遂
を
表
現
す
る
結
果
を
重
視
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
安
定
的
な
状
況
に
包
ま
れ

て
、
職
業
行
政
官
が
遂
行
す

べ
き
職
務
や
職

務

の
遂
行
方
法

に
関
す
る

《
公
式

の
指
導
票
》
(貯
ω爲
9

什一く
Φ
o
輿
α
)
の
順
守
と
実
践
と
を
、
と
り
わ
け
強
調
す
る
。

こ
れ
故
、
政
府
諸
機
関

に
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は
、
環
境

の
変
化

に
即
応

し
う

る
だ
け
の
、
機
敏
な
判
断
と
そ
れ
に
基
づ
く
的
確
な
行
動
を
可
能

に
す
る
準
備
体
制
は
、
整
え
ら
れ
て

い
な

い
。

官
僚
制
に
は
、
周
囲

の
状
況

の
変
化
に
俊
敏

に
適
応
し
て
ゆ
く
自
律
的
行
動
の
展
開
を
保
障
す
る
軌
道
は
、
布
設
さ
れ
て
い
な

い
。
官
僚
制

の
言

動
は
、
外
界
の
変
化
に
依
存
し
順
応
す
る
消
極
的
な
受
け
身

の
反
応
に
終
始
し
、
外
界

の
推
移
の
方
向
を
逸
速
く
正
確
に
察
知
し
、
こ
れ
に
自
ら

能
動
的

に
応
答
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
、
主
体

の
内
発
的
な
燃
焼
に
基
づ
く
言
動
に
は
程
遠

い
と

い
う

の
が
、
現
況
で
あ
る
。

《
政
府
再
生
》
は
、
急
速

に
変
動
し
て
ゆ
く
、
あ
る
い
は
、
浮
動
し
て
ゆ
く
、
社
会
的
な
要
求

や
願
望
に
適
合
し
う
る
十
分
な
可
挑
性
に
恵
ま

れ
た

《
企
業

家
型
官
僚
制
》

(Φ
口
窪
Φ
買
Φ
口
Φ
ξ
巨

σ
霞
Φ
四
二
〇
鑓
o
《
)
な

い
し

《
企
業
家
型
政
府
》
(Φ
簿
H
Φ
寓
Φ
昌
Φ
霞
一巴

oq
o
<
Φ
困
ロ
日
Φ
導
)
の
構
築

を
要
求
す

る
。
現
代

に
お
け
る
政
府
は
、
自
己

の
政
策

や
行
為

の
結
果

に
対
す
る
冷
徹
な
視
線

の
照
射
度
を
昴
進
す

べ
き

で
あ
る
。
政
府
は
、

人
々
の
生
活

に
深

い
警
鐘
を
は
ら
ん
だ
も

の
と
し
て
、
無
方
向

に
回
転
す
る
時
代

の
混
沌
た
る
問
題
状
況
を
熟
視
し
、
こ
の
状
況
が
対
岸
に
姿
を

見
せ
る
以
前

に
、
そ

の
出
現
を
予
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
政
府
職
能
は
、
社
会
経
済
生
活

へ
の
要
ら
ざ

る
容
啄
や
関
与
を
可
及
的

に
斥
け
、

人

々
の
自
立
性

・
自
発
性
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
自
ら

の
分
権
化
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
政
府
は
、
人
々
を

《
顧
客
》
と
し
て
扱
う

べ
き

で
あ
る
。

い
う
と
こ
ろ
の

《
顧
客
》
と
は
、
郵
政
公
社
、
社
会
保
障

庁

(ω
o
o
巨

ω
0
8
葺

《
〉
◎
自

⇒
一ω
#
9。
什δ
⇒
)
、
国
立
公
園
庁

(乞
巴

8
巴

守

蒔

ω
Φ
芝
ド
①
)
、
そ
れ
に
、
復
員
軍
人
問
題
省

θ

Φ
b
餌
口
日
Φ
茸

o
h

　
お

　

〈
Φ
什Φ
鑓
口
ω
〉
陰
鉱
Hω
)
な
ど

の
、
政
府

特
定
機

関
か
ら

の
財
貨

や
用
役

の
受
給
者

で
あ

る
。
な
お
、
《
市
民

》

(o
一口
N
魯

)
と

は
、
民
主
主

義

の
公

　ロ

　

共
政
策
決
定
過
程

へ
の
参
加
者
を
意
味
す
る
。
す

べ
て
の
人

々
は
、
《
市
民
》
で
あ
り
、
彼
ら
の
大
部
分
が
、

《
顧
客
》
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
政
府
を
合
理
性

・
能
率
性

・
実
効
性
を
備
え
た
、
直
接
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
、
間
接
に
せ
よ
、
財
貨
や
用
役

の
給
付
機

構
に
再
構

成
す
る
こ
と
を
、
現
代

の
政
治

・
行
政
課
題
と
し
て
提
起
す
る
。
こ
れ
が
、
《
政
府
再
生
》
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

《
政
府
再
生
》
論
者

の
見
解
に
よ
る
な
髄

、
政
府
は
、

い
い
変

れ
ば
、
伝
統
的
な
階
統
制
型
官
僚
制
を
基
軸
と
す
る
政
府
は
、
確
か
に
こ

れ
ま
で
、
国
民
の
要
望

に
応
え

て
き
た
と

い
う
意
味
に
お

い
て
、
ま
た
法
と
秩
序

の
維
持

・
国
防

・
国
民
経
済

の
運
営
な
ど

の
市
場
が
な
し
え
な
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い
職
務
を
遂
行
し
て
き
た
と

い
、つ
意
味

に
お

い
て
、
信
頼
に
価
し
よ
う
。
し
か
し
、
既
に
オ
ズ
ボ
ー

ン
と
ゲ
ー
ブ
ラ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
今

日
、
階
統
制
型
官
僚
制
は
、
も
は
や
、
必
要

で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
能
率
的
で
も
な

い
。
回
顧

・
展
望

の
両
視
点
か
ら
複
合
的
に
眺
め
ら
れ
る

今
日
の
政
府

の
全
体
像
は
、
階
統
制
型
官
僚
制
の
終
焉
と

い
う
精
妙
な
合
体
を
遂
げ
る
。
今
日
の
政
府
は
、
今
後

に
お
け
る
非
能
率

・
非
実
効
性

の
最
下
圏
か
ら
民
意
の
実
現
と

い
う

こ
れ
ま

で
の
実
績

の
至
高
天
ま

で
の
、
恰
も
宇
宙

の
総
体

の
ご
と
き
観

を
呈
し
て
い
る
。
現
代
で
は
、
民
意

を
、
流
動
す

る
現
実
の
密
着
地
点
か
ら
汲
み
あ
げ
、
実
効
化
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
階
統
制
型
官
僚
制

に
代
る
他

の
手
段
が
、
使
わ
れ
る
べ
き

で

あ
る
。

こ
れ
が
、
《
企
業
家
型
政
府
》
、
あ
る

い
は
、
《
企
業
家
型
官
僚
制
》
に
、
ほ
か
な
ら
な

い
。
《
階
統
制
型
政
府
》
か
ら

《
企
業
家
型
政
府
》

の
間
に
は
、

覆

の
回
転
扉
遊

碁

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
コ

・
項
目
肇

(§

喜

§

軽

p
髄

で
あ
る
・
《
階
統
制
型
政
府
》

は
、
こ
の

コ

○
項
目
施
策
」
と

い
う
回
転
扉
を
す
り
抜
け
る
と
、
た
だ
ち
に

《
企
業
家
型
政
府
》

へ
と
変
化
す
る
。
こ
う
し
た
魔
法
の
杖
を
打

ち
ふ
る
う

コ

○
項
且

鍵

」

に
つ
い
て
、
オ
ズ

ボ
↓

と
ギ

ブ
ラ
】
は
、
次

の
よ
う

に

そ
の
具
佐
酌

内
容
を
明
ら
か
に
し
て
凌

・

「
一
般
に
、
企
業
家
型
政
府
は
、
財
貨
/
用
役
給
付
者
間
に
お
け
る

《
競
争
》
(8
§

Φ
職
蹴
8
)
を
推
進
す
る
。

企
業

家
型
政
府
は
、
官
僚
制

の
統
制
権
限
を
社
会
に
強
制
移
行
さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
市
民
に
、
《
意
志
決
定

の
公
的
権
限
を
付
与
す

る
》

(
Φ
§

。
蓄

㌧

。

企
業
家
型
政
府
は
、
入
力
で
は
な
く

《
結
果
》
(o
駐
8
臼
Φ
砺)
に
焦
点
を
絞

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
行
政
諸
機
関

の
実
績
を
測
定
す
る
。

企
業
家
型
政
府
は
、
自
ら
が
定

め
た
規
則
/
規
制

で
は
な
く
、
自
ら

の
目
標
す
な
わ
ち
自
ら
の

《
使
命
》

(§
む
臨
§

)
を
、
行
動

の
原
衝

動
と
す
る
。

企
業
家
型
政
府
は
、
財
貨
/
用
役

の
受
給
者

(o
一一Φ
葺
ω
)
を

《
顧
客
》
(o
器

8
鑓
Φ
鋳
)
と
再
定
義
し
、
彼
ら
に
、
受
給
選
択
肢
を
提
供
す

る

。企
業
家
型
政
府
は
、
問
題
状
況

の
成
立
後
に
、
財
貨
/
用
役
を
単
に
給
付
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
問
題
状
況
の
発
生
を

《
予
防
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な

い
》

(b
器
奉
嵩
◎
。

企
業
家
型
政
府
は
、
単
な
る
資
金

の
費
消
で
は
な
く
、
資
金

の

《
調
達
》

($
§
貯
魁

に
向

っ
て
、
努
力
を
傾
倒
す
る
。

企
業
家
型
政
府
は
、
成
員
参
加
管
理
を
含
む
、
権
限
の

《
分
権
化
を
行
う
》
(儀
Φ
8
ミ
麸
貯

Φ
)
。

企
業

家
型
政
府
は
、
官
僚
制
機
制
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
《市
場
》

(§
山
誌
亀

機
制
を
優
先
す
る
。

そ
し
て
、

企
業
家
型
政
府
は
、
単

に
公
共
諸
財
貨
/
用
役

の
給
付

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
共
、
私
的
、
そ
し
て
、
任
意

の
三
部
門
に

《
解
媒
作
用
を

及
ぼ
し
》
($

賦
言

ミ
魁

、
三
部
門
が
社
会
共
同

の
問
題
状
況
の
解
決
を
目
ざ
し
て
共
同
行
為
を
と
る
と

い
う
尖
鋭
な

一
点
に
、
視
力
を
引
き

集
め
る
」
。

《
政
府
再
生
》
論
者

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
な
ら
ば
、

こ
う
し
た
個

々
の
原
理
は
集
合
体

へ
と
溶
か
さ
れ
、
《
階
統
制
型
政
府
》
を

《
企

奮
V

業
家
型
政
府
》

へ
の
跳
躍
と
離
脱
の
総
合
原
理
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
と
ゲ
ー
ブ
ラ
ー
の
次

の
言
葉
に
覗
わ
れ
よ
う
。

「我

々
は
、
こ
の

一
〇
原
理
が
、
現
在
、
出
現
し

つ
つ
あ
る
新

た
な
政
府
形
態

の
背
後
に
潜
む
基
本
原
理
だ
と
、
確
信
す
る
。
こ
の
基
本
原
理

は
、

こ
う

し
た
新

た
な
車

輪

を
統
括

す

る
輻

(
ω
b
o
冨

ω
)

で
あ

る
。
同
時

に
、
基

本
原

理

は
、
政
府

の
新

範

型

で
あ

る
整
合
的

全
体

(O
O
げ
Φ
『
Ω
P
什
♂<
げ
O
一Φ
)
を
構
成
す
る
。
こ
の
原
理
は
、
も
と
よ
り
、
我

々
が
直
面
す
る
す
べ
て
の
公
共
問
題
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の

一
〇
原
理
を
包
摂
す
る
組
織

の
経
験
が
、
指
針
と
な
る
な
ら
ば
、

一
〇
原
理
は
、
官
僚
制
型
政
府

の
下
で
我

々
が
経
験
す
る
主

要
な
公
共
問
題
を
、
首
尾
よ
く
解
決
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

こ
の
よ
う

に
、

一
〇
原
理
は
、
《
政
府
再
生
》

の
実
相
を
映
し
だ
す
正
確
な
鏡
像
と

い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し

て
、

一
〇
原
理
は
、
《
政
府
再
生
》
論
者

の
説
く

よ
う

に
、
《
企
業
家
型
政
府
》
の
構
造

・
機
能

の
中
枢

に
向

っ
て
結
集
す
る
。
《
政
府

再
生
》
論
者

の
主
張
は
、

一
九
九
三
年

の
N
P
R
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
た
。
《
政
府
再
生
》
論
者
と

N
P
R
と
は
、
思
考
回
路
を
等
し
く
し
、
前
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　ロ

　

者

の
視
線

に
よ

っ
て
、
後
者

は
、
背
後
か

ら
支
え

ら
れ
る
。

N
P

R
は
、
今

日
、

N
P
R
G

(窯
餌
菖
8

巴

勺
舜。
訴
口
臼
ω
三
〇
♂
吋
幻
Φ
一ロ
<
Φ
吋葺
竃
ゆq
O
o
<
嘆
口
霧
9

什)
と
呼
ば

れ

て

い
る
。

一
九
九

三
年

九
月

に

ふ
え

ん

刊
行
さ
れ
た
N
P
R
の
報
告
書
に
は
、
N
P
R
の
展
望
を
敷
街
し
明
示
す
る
三
三

の
報
告
書
が
、
付
属
す
る
。
こ
れ
ら

の
報
告
書
の
総
頁
数
は
、

一
九

〇

〇
頁
を

越
え

、
本

棚

上

で
は
高
さ

六

イ

ン
チ

に
達

す

る
。

こ
れ

ら

の
報

告
書

は

、
連
邦

政
府

に
お
け

る
官

僚
制
文

化

の
変

容

(冒

隠

o
言
紹

G
器

8
臼
費

恥
魯

ミ
o
p

9

Φ
ミ
旨
鴫

O
§

簿

ヤ
9

亀

Φ
『
簿

鴬

碧

儀
ミ

ぎ

隠
鷺

臼
Φ
鼻

串

勘
蕊

む

§

㌧鼠

O
お

粒
昌
時
ミ
賊§

亀

卑

「
q
黛

ミ

窃

き

気

恥
母
鶏

巨

楓旨
貯
頓

§

昆

鴫
Φ
臼
Φ
ミ

O
§

計
o
ト
)

行

政

の
過
程

と

体
系

の
再
生

(沁
Φ
訂

く
Φ
ミ

註
鴫

電
竃
臼
碧

砺
Φ
N
ミ
o
題

さ

建

鷺

臼
魯

銃

§

繊
o
亭
寒

奉
斜

沁
Φ
ω
ミ
俳的
6

註
σ
ミ
亀

し口
q
番

§

晦
、
智
督

d
ミ
旨
晦
喜

壁

亀
旺

さ

暴

鷺

白
Φb
弊
、
肉
Φ
討
奉
b
§

晦
諭

腎

壁
～

卸
d
鍵
宗
§
題

"
沁
Φ
導
電

§

頓
書

臼

b
$
容

旨
、
鳶

亀
沁
Φ
魯
堕
ご
①
Φ
鼠
潟

さ
δ
§

§

」§

勘
隠
§

冒

o
書

ミ
豊

、
連
邦
政
府
と
州
政
府
、

私
的
部
門
、
そ
し
て
、
請
負
契
約
/
外
注
の
個

々
の
代
理
機
関
、
以
上
の
諸
点

に
鋭

い
解
析

の
矢
を
向
け
る
。
こ
う

し
た
諸
点

の
背
後
に
あ

っ
て

諸
点

の
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府

の
行
政
文
化

で
あ

ろ
う
。
こ
の
文
化
が
、
恰
も
寄
せ
集
め

の
よ
う
な
全
体
に
秩
序
だ

っ
た
安
定
し
た
統

]
を
形
成
す
る
も

の
と
い

っ
て
よ

い
。
こ
の
ほ
か
に
N
P
R
事
務
局
は
、
第
二
期
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
が
、

《
政
府
再
生
》
の
緊

要

性

を
確

認

し
、

そ

の
実

現

を
期

し

て
真

摯

に
積

極
的
努

力

を
展

開
す

る
こ
と

の
決
意

を
表

明

し
た

二
著

i

憲

Φ
切
Φ
象

言

性
恥
題

「
Φ
錺

貯

O
o
奉

臼
白
魯

叶
建

・
Q
o
器

」
逡

艶
b
儀
S
ぽ

審

母

き

器

Φ
薯

Φ
岳

(Ω

一P
8
口
蝉
口
◎
O
o
話

一
㊤
⑩
刈
)ー

を

公
刊

し

て

味
肥
。

N
P
R
の
報
告
書
は
、

《政
府
再
生
》
論

の
基
礎
的
構
造

の
原
核
を
承
け
継
ぎ
、
そ
の
論
理
の
糸
を
た
ど
り
な
が
ら
、
次

の
よ
う

に
記
し
て
い

(親
・

「
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
本
質
的
に
、
無
能
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な

こ
と
は
、
断
じ
て
あ
り
え
な

い
。
連
邦
政
府
諸
機
関
は
、
無
能
な

人
々
で
、
溢
れ
か
え

っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う

か
。
も
と
よ
り
、
否

で
あ
る
。

こ
の
問
題

の
根

は
、
深

い
。

ワ
シ
ン
ト

ン
は
、
今
日
で
は
も
は
や
存

在
し
な

い
内
外
情
勢

の
収
拾
を
意
図
し
た
行
政
組
織
で
充
満
し
て
い
る
。
官
僚
制
は
、
巨
大
化
し
、
浪
費
的
で
あ
る
が
故
に
、
も
は
や
ア
メ
リ
カ
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国
民
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

一
九
三

〇
年
代
か
ら

一
九
六

〇
年
代
を
通
じ
て
、
我

々
は
、
公
共
事
務
処
理

の
た
め
に
、
大
規
模

で
上
か
ら
下

へ
組
織
化

さ
れ
た

(8
腎

山
o
箋
口
)
、
中
央
集
権
的
な
官
僚
制
を
構
築
し
た
。
官
僚
制
は
、
こ
の
時
代

の
法
人
組
織
構
造

(O
O
昌
U
O
同
蝉
けΦ
ωけ
H¢
O
什¢
N
Φ
ω)
を
範
型
と
し
て
形
態

化
さ
れ
た
。
階
統
制
型
官
僚
制
が
、
こ
れ
に
当
る
。
そ
こ
で
は
、
課
業
は
、
単
純
な
部
分
に
細
分
化
さ
れ
、
各
部
分
は
、
職
員
か
ら
成
る
様

々
な

層
に
責
任
を
負

い
、
ま
た
、
各
部
分
は
、
特
定

の
規
則
や
規
制
に
よ

っ
て
、
明
定
さ
れ
て
い
る
。
標
準
的
な
課
業
運
用
手
続
、
垂
直

の
命
令
系
統
、

そ
し
て
、
規
格
化

さ
れ
た
財
貨
/
用
役
給
付
な
ど
に
、
厳
格
に
捕
捉
さ
れ
て
い
る
た
め
、
官
僚
制
の
機
能
様
式
は
、
着
実

で
は
あ
る
が
、
緩
慢
に

し
て
、
煩
碩

で
あ

っ
た
。
今
日
に
お
け
る
急
速
な
変
動
、
瞬
速

の
情
報
技
術
の
発
達
、
非
情
な
世
界
規
模

の
競
争
の
激
化
、
そ
し

て
、
過
酷
な
要

求
を
主
張
す
る
顧
客
、
な
ど
を
特
徴
と
す
る
現
代
世
界
で
は
、
公
私
を
問
わ
ず
、
大
規
模
で
、
上
か
ら
組
織
化
さ
れ
た
官
僚
制
は
、
十
分
に
機
能

す
る
こ
と
は
で
き

な

い
。
」

ハ　

　

N
P
R
報
告
書
は
、
重
要
原
理
四
者
の
実
践
を
通
し
て
、
連
邦
政
府

の
行
政
文
化

に
、
変
革
を
も
た
ら
す

こ
と
を
試
み
た
。

第

一
は
、
繁

又
纏
礼

の
廃
止
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
人
々
が
、
規
則
の
順
守

に
責
任
を
負
う
行
政

の
体
系
か
ら
、
彼
ら
が
、
達
成
し
た
結

果
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
行
政
の
体
系

へ
の
移
行
が
行
わ
れ
、
行
政
の
体
系

の
面
貌

が
、
改
め
ら
れ
る
。

第

二
は
、
顧
客
至
上
主
義

で
あ
る
。

第
三
は
、
結
果
の
達
成

の
た
め
に
す
る
職
員

へ
の
公
的
権
限
の
付
与
で
あ
る
。

第
四
は
、
政
府
機
能

の
基
本
的
機
能

へ
の
限
局
と
、
廉
価
な
経
費
で
よ
り
よ

い
成
果
を
産
む
政
府

の
形
成
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
重
要
原
理
四
者
の
実
践
を
通
じ
て
、
《
階
統
制
型
官
僚
制
》
を
中
軸
と
す
る
連
邦
政
府

の
文
化
的
脈
絡
に
、
新
た
な
転
調
が
導
入

さ
れ
、
《
企
業
家
型
政
府
》
に
繋
が
る

一
つ
の
系
譜

の
線
が
、
お
の
ず
と
見
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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(
9

)
㌣

国
.
ピ
き

ρ

。
P

葺

・も

.
①
・

ω
①
Φ
】≦
・
O
o
昌
ω
一鼠

器

降。
口
山

ζ

.
"
蝕

三

Φ
ス
巴

・)
噸
§

b
艶
鴨

鼠
曳
尉
臼

-
穿

Φ
9

δ
ミ

b
Φ
ぴ
隠
登

ら

も
N

(10
)
N

P
M
は
、
公
共
部
門

の
統
治

に
お

い
て
政
府

が
採
択
す

る
道
具

で
あ
り

、
ま

た
、
公
共
部
門

に
お

い
て
採

用
さ
れ
る
べ
き
統
治
機
制

(鵬
。
<
①
「
昌
p。
口
。
Φ

ヨ
Φ
o
げ
弩

厨
日
)
に
関
す
る

一
理
論

で
あ
る
。

(早
国
い
曽
p
ρ
o
P

o
一叶
.も
サ

一
α
P
N
N
μ
し

そ
れ
で
は
、
公
共
部
門
統
治
と
は
何

で
あ
ろ
う
か
。

J

I
E

・
レ
ー
ン

(甲
円
い
帥
口
Φ
)
教
授

(℃
「o
け
ω
ω
自

9

勺
o
洋
一〇
帥
一
60
0
δ
⇒
o
Φ
讐

9
Φ
¢
三
く
興
ω
一蔓

9

0
Φ
器
話

b

巳

蝉
&
仁
コ
o
叶
℃
「o
胤Φ
ω
ω
o
H
鉾

筈
Φ
乞
o
ヨ

Φ
αq
冨
口
ω
o
げ
o
o
一
〇
{
ζ
9
銘

帥q
Φ
日
9

叶)
の
所
説

に
し
た
が

っ
て
要
約
す
る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う

に
な
る
。

(守
葬

も
P
ω
出

き
匹
B

㎝
巴
白
し

公
共
部
門
統
治

の
管
理

(o
ロ
げ
一甘

ω
Φ
0
8
「
ヨ
蝉
暴

Φq
①
日
Φ
篤
)
に
関
す
る
理
論
は
、
公
共
部
門
統
治

に
お
け
る
基
本
的
課
業

の
間
に
認
め
ら
れ
る
以
下
の
区
別
を
、

出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)

配
分

(餌
一δ
8
自
8

)
ー
財
貨
と
用
役

の
給
付

(2
)

所
得
補
助
金

(一コ
o
o
ヨ
①
∋
巴
コ
8
墨
コ
o
Φ
)
1
振
替
操
作

(冨
コ
自

コ
,q
o
津
鑓
口
ω州霞
ω
)
政
府
が
、
低
所
得
層
に
定
期
的
に
給
付
す
る
生
活
扶
助
金

(3
)

規
制

(お
胆

一讐

o
巳

ー

王
と
し
て
私
的
部
門
の
た
め
の
、
し
か
し
、
今
日
で
は
次
第
に
同
じ
く
公
共
部
門
の
た
め
の
、
経
済
規
則
の
創
設
と
実
施
状
況

の
監

視
公
共
部
門
統
治
理
論

(U
暮

一一〇
Φq
o
<
臼
鎚

口
。
①
9
Φ
o
曼
)
は
、
政
府
が
ど

の
よ
う
に
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
か
に
関
す
る

一
連

の
諸
理
論
の
総
体

で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
そ
れ
は
、
本
来
、
政
府
が
、
政
治
領
域

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
意
思
決
定
を
行
う
か
に
関
す
る
分
析

の
た
め
の
理
論
的
枠
組

で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
公
共
部
門
統
治
理
論
は
、
政
府
が
、
社
会

に
お
け
る
財
貨
や
用
役

の
給
付

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
準
備
を
整
え

て
い
る
か
を
、
理
論
化
し
体
系
化
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

伝
統
的
な
公
共
部
門
統
治
の
場
合
に
は
、
政
府
は
、
多
数
の
財
貨
や
用
役
を
人
々
に
配
分
す
る
た
め
に
、
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
、
現
代

の

公
共
部
門
統
治
は
、
政
府
が
経
済
領
域
に
お
け
る
多
様
な
役
割
を
、
ど
の
よ
う
に
完
遂
し
て
ゆ
く
か
に

つ
い
て
の
、
精
緻
な
分
析

に
基
づ
き
、

こ
う
し
た
役
割
を

相
互
に
分
離
す
る
。

伝
統
的
な
公
共
部
門
統
治

で
は
、
政
府
は
、
財
貨
や
用
役
の
給
付
に
直
接

に
関
連
す
る
次

の
課
業
を
果
た
す
と
み
て
よ
い
。

(1
)

部
省
と
公
営
企
業
に
よ
る
財
貨
と
用
役
の
部
省
内
生
産

(ぢ
『
o
話

凛
o
α
琴
け
一〇
巳

(2
)

租
税

(巳
器
ω
)
と
受
益
者
負
担
金
や
手
数
料

(o
冨

お
o
ω
)
に
よ
る
予
算
財
源

の
確
保

(9

α
m自
①
鳳
5
習
o
ぢ
oq
)
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(3
)

部
局
に
よ
る
公
約
規
制

(O
暮

一8
お
oq
巳
9。
再一8

σ
圃
ヨ
Φ
角。
口
ω
o
h
び
ロ
お
餌
翼

)

伝
統
的
は
公
共
部
門
統
治
は
、
こ
の
よ
う
な
課
業

の
多
様
性

の
内
的
収
歓
体
と

い
え
よ
う
。

充

八
霊

代

お
よ
び

充

九
星

代

に
お
け
る
公
共
部
11
統
治
の
改
革
は
、
政
府
が
果
た
す
諸
種
の
役
割
の
相
互
間
に
・
明
白
な

練

を
画
す
こ
と
に
よ

つ

て
、
伝

統
的
な

公
共
部

門
統

治

の
様

相
を

憂

す

る
に

い
た

っ
た

。
そ

の
役
割

と
は
、
購

入
者

(。
誓

冨

9

、
給
付
者

6

乏

量

・
契

約
者

(O
O
】P
什村
帥
O
什O
「
)
、
規
制
者

(噌
Φ
讐

§

)
、
そ
し
て
審
判
者

(=
量

邑

、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
が
果
た
す
役
割

の
区
分
は
・
一
=

世
紀

に
お
け
る

公
共
部
門
統
治
の
新
た
な
季
節
の
到
来
を
予
兆
す
る
胎
動
の
姿
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

社
会
に
警

の
財
貨

や
用
役
を
稗

す
る
と

い
・つ
.
芝

は
、
政
府
と

い
う
単
独

の
行
為
者

に
よ

っ
て
、
と
う

て
い
、
扱
わ
れ
え
な

い
毒

な
嚢

の
相
を
複
合

的
に
包
み
こ
む
。
財
貨
や
用
役

の
稗

の
た
め

の
す

べ
て
の
糸
が
、
政
府

に
集
中
す
る
よ
う
な
構
図
は
、
も
は
や
、
妥
当

で
は
な
か
ろ
う
・
こ
れ
故
に
・
現
代

の

公
共
部
門
統
治
は
、
単
に
財
貨
や
用
役

の
韓

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
以

下
の
課
業
が
ど

の
よ
う

に
行
わ
れ
る
か
を
左
右
す
る
規
制

の
形
式
と
実
施

の
た
め

に
も
、
若
干
の
選
択
肢
を
準

備
す
る
。

そ
の
課
業
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

1
.
財
政

(詠
口
…5
0
言
伽q
)
i
財
貨
と
用
役

の
給
付
に
対
す
る
支
払
は
、
政
府
、
も
し
く
は
、
利
用
者

に
よ

っ
て
、
行
わ
れ
る

2
.
生
産

(℃
吋a

¢
6
凱
。
口
)
1
財
貨
や
用
役

の
稗

は
、
《
部
省
内
、
あ
る

い
は
、
部
省
外
》

(喜

。
§

§

§

邑

で
・
行
わ
れ
る
・
す
な
わ
ち
・
政
府
は
・

部
局
、
あ
る
い
は
、
自
ら
所
有
す
る
企
業
に
よ

っ
て
、
財
貨

や
用
役
を
生
産
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
酷

部
門
の
経
営
者
か
ら
・
こ
れ
ら
を
購
入
す
る
・

3
.
具
蘂

(・。
・
§

・-
Φ
ヨ
。
口
け丁

公
私
両
部
門
の
別
を
問
わ
ず
、
響

者

(§

§

g

か
ら
、
財
貨
や
用
役
を
獲
得
す
る
謀

・

こ
の
場
合
・
公
私

の
判
別
の

快
腐

な
欝

は
、
撃

の
嘉

で
あ
る
.
塁

垂

に
は
、
入
札
制
/
競
売
制
、
-
↓

メ
ン
去

式
と
オ
汐

シ
ョ
ン

(§

ヨ
餌日
Φ器

§

9
§

な

と
力

含
ま
れ
る
。
他
方
、
蕎

な
公
共
部
門
統
治
は
、
部
省
内
馨

と
部
省
外
生
産
の
認
可
の
双
方
の
た
め
に
、
予
算
支
出
と
行
政
法
と
を
活
用
す
る
・

4
.
所
薯

資
格

(。
≦
昌
.「・g

T

.流

は
、
財
貨
や
用
役
を
馨

す
る
組
織
に
対
し
て
財
産
権
を
持
つ
所
薯

た
る
こ
と
を
指
す
・
伝
欝

な
公
共
部
門
統
治

は
、
国
家
と
番

に
鐘

.し
た
組
織
の
利
用
を
優
先
す
る
。
.流

に
反
し
、
現
代
の
公
共
部
門
統
治
は
、
株
式
所
薯

が
政
府
で
あ
れ
・
ま
た
・
私
的
部
門
の
経

営
者
で
あ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
を
問
わ
ず
、
《
株
式
会
社
》

(9
Φ
Uo
葺

-ω
8
畠

8
日
冨
口
《
)
の
利
用
を
、
明
確
に
選
択
す
る
。

5
.
規
制

(.
.
・、
¢
一。
ぎ

コ
)
1

こ
れ
は
、
政
府

が
、
財
貨

や
用
役
の
韓

を
取
締
り
対
象
と
す
る
規
制
担
当
機
関
を
設
立
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
・
存
在

す

る
。

以
上
が
、
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
政
府
は
、
購
入
者
、
財
貨
や
用
役

の
稗

者
、
そ
し
て
、
審
判
者
と

い
う
、
複
雑
に
錯
綜
す
る
相
異
な
る
役
割
を
環
と
し
て



66
神奈川法学第35巻 第2号2002年(496)

結
び
合
わ
せ
・
こ
れ
を
二

度

に
遂
行
す
る
と

い
・つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

こ
れ
ら

の
三
役
は
政
府

に
よ

っ
て
ど

の
よ
・つ
に
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
、つ
か
.

現
代
の
公
共
部
門
統
治
は
・
財
政
、
生
産
、
具
纂

、
所
有
者
資
格
、
そ
し
て
、
規
制
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
個
別
具
体

の
あ
り
方

の
可
能
性
を
探
り
当
て
、
こ
れ

ら
を
素
材
と
し
て
少
な
か
ら
ぬ
結
合
体
を
形
成
し
、
こ
れ
を
具
現
し
て
ゆ
く
と
い
っ
て
よ

い
。

政
府
が
・
少
な
か
ら
ぬ
財
貨
や
用
役

の
榑

の
み
な
ら
ず
、
規
制

の
発
動
も
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
髪

で
行
わ
れ
る
に
せ
よ
、
裏

に
、
公
共
部
門
統
治

の
領

域

に
お

い
て
・
行
動
す

る
と

い
毒

態
は
、
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
政
府
は
、
政
府

の
利
益

の
た
め
に
公
共
部
門
統
治

の
管
理
を
担
当
す
る
代
理
人

に
、
こ
、つ
し

た
給
付
窺

制

の
課
業

の
遂
行
を
・
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
状
態

か
ら
、
公
共
部
門
統
治

の
領
域

に
、
ま
さ
し
く
基
本
的
な
霧

処
理
費

(§

讐

8

.
邑

の
負
担

の
根
拠
と
し
て
、
依
頼
/
代
理
関
係

(喜

量

発

費

匿

け
霧

9

の
)
が
、
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
公
共
部
門

統
治

で
は
・
政
府
が
依
頼
人

で
あ
り
、
部
局
の
長
、
も
し
く
は
C
E
・

(o
臣
瓜

Φ
客
0
2

訟
く
Φ
o
黙
o
臼
ω
)

(最
高
経
営
責
任
者
)
が
、
代
理
人
に
相
学

る
。
現
代

の
公
共
部
門
統
治
の
理
解
に
は
・
依
頼
/
代
理
理

繭
の
理
解
が
、
欠
か
せ
な
い
。
(ω婁

・署

Φ量

ぎ

卑

§
・§

§

bu
q・貯
Φ・
.
寒

§

・。£

§

政
府
と
そ

の
管
理
者
層
は
・
ま
ず
、
財
貨
や
用
役

の
給
付

の
実
施
決
定
に

い
た
る
ま

で
に
、
《
部
省
内
、
あ
る

い
は
、
部
省
外
》
の
生
産
様
式
を
採
用
す

る
。

次

い
で
・
財
貨
や
用
役

の
韓

対
価
は
、
租
税
、
も
し
く
は
、
利
用
質

担
金

に
よ

っ
て
支
払
わ
れ
る
と

い
・つ
こ
と
が
、
定
め
ら
れ
る
。
そ
、つ
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
・
撃

・
あ
る

い
は
・
羅

に
基
づ
く
財
貨
や
用
役

の
蒋

が
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
立
ち
現
れ
て
こ
よ
う
。
こ
・つ
し
て
、
最
後

に
、
政
府
の
行
動
の
畠

の
範

囲
を
制
約
す
る
政
府
規
制
の
出
現
の
準
備
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
は
、
規
制
者
と
し
て
の
政
府
が
、
そ
の
対
角
線
上
の
極
に
あ
る
規
制
対
象
の

財
貨
や
用
役

の
稗

者
と
し
て
の
自
己
自
身
を
規
制
す
る
と

い
う
、
逆
説
の
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
、
終
り
が
は
じ
め
に
な
る
と

い
、つ
難

性
、
ま
た

は
、
二
律
背
反
性
を
残
す
事
態
と

い
て
も
よ
か
ろ
う
。

現
代
の
公
共
部
門
統
治
で
は
、
政
府
と
C
E
O
は
、

　
般
民
衆

の
要
望
に
応
じ
て
行
動

す
る
。

そ
の
際
・
政
府
と
そ
の
C
E
O
は
・
警

く

の
財
貨
や
用
役

の
嫉蒋

者
と
、

い
い
か
え
れ
ば
、

一
般
に
政
府
と

の
請
負
契
約
の
籍

を
切
望
す
る
経
済
分
野
に

お
け
る

《
有
力
な
活
動
家
》

(量

豊

と
呼
ば
れ
ゑ

符

者
と
、
遭
遇
す
る
。
現
代
の
規
制
体
系

(『
Φ
讐

ε
蕩

。
曇

。
)
は
、
す

べ
て
の

《
有
力
な
活
動

家
》
が
・
平
等
な
処
遇
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
こ
と
を
、
要
件
と
す
る
。
こ
の
.
」
と
は
、
次
の
箋

を
ム
・意
す
る
。
最
低
費
用
の
受
注
契
約
袋

を

提
出
し
た

《
有
力
な
活
動
家
》
が
、
も
し
他
の
条
件
が
等

し

い
な
ら
ば
、
し
た
が

っ
て
、
蒋

内
容

の
財
貨

や
用
役
の
質
が
等
し
い
な
ら
ば
、
政
府
契
約
を
受
注

す

る
と

い
う

こ
と
が
・
こ
れ
に
当
る
・
政
府
と
そ
の
C
E
O
な
ら
び
に
替

者

で
あ
る

《
有
力
な
活
動
家
》
は
、
こ
う
し
て
、
上
下
の
価
値
関
係
と
し
て
で
は
な

く
、
同

一
平
面
に
お
け
る
相
対
的
な
勢
力
関
係
と
し
て
、
捉
え
ら
れ
て

い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
故
、
現
代

の
公
共
部
門
統
治

に
は
、
主
要
な
構
成
単
位

の
四
者
が
、
含
ま
れ
る
。
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)

政
府

(αq
o
<
o
ヨ
ヨ
Φ
昌
)

(2
)

C
E
O

(3
)

経
済
領
域
に
お
け
る

《
有
力
な
活
動
家
》

(4
)

市
民
と
住
民

(〇
三
N
Φ
謬

鋤
&

筈
Φ
b
o
薯

一鋤
ま

こ

》」
れ
ら
の
四
者
間
に
お
け
る
相
互
作
用
は
、
重
圧
肇

と
も
な
う
制
度
化
さ
れ
た
状
況

(曇

量

・
.・梓窪

。
邑

§

。尋

。舅

①巳

の
な
か
で
・
生
起

す
る
。
こ
.つ
し
た
新
た
な
制
度
化
さ
れ
た
状
況
は
、
す
べ
て
の
漬
黎

に
対
す
る
経
落

助
の
場
の
開
姥

車

籍

(歪

凝

。芽

量

コ
伽q
豊

・
入

札
制
/
競
売
性
の
運
用
法
、
ト
↓

メ
ン
ト
方
式
と
す

ク
シ
ョ
ン
制
の
編
成
法
、
な
ど
に
関
す
る
諸
法
規
を
含
む
・
こ
れ
ら
の
諸
窺

は
・
主
と
し
て
漢

・

そ
し
て
同
時
に
、
あ
る
程
度
の
行
政
法
の
な
か
に
内
含
さ
れ
る
基
本
的
な
公
法
の
枠
組

(§

ω喜

唇
一帥。
薯

h§

睾

。
邑

を
・
所
与
の
制
約
条
件
と
す
る
・

現
代
の
公
共
部
門
統
治
の
理
解
の
た
め
の
必
須
覆

ほ

、
依
頼
人
と
し
て
の
政
府
が
、
そ
の
代
理
人
と
、
即
ち
、
購
入
者
と
し
て
の
・
ま
た
・
規
制
者
と
し
て

の
、
C
E
。
と
、
ど

の
さ

つ
に
相
互
作
用
を
展
開
し

て
ゆ
く
か
、
さ
ら
に
、
こ
う

し
た
代
理
人
が
、
公
私
両
部
門

の
別

に
か
か
わ
り
な
く
経
済
領
域
に
お
け
る

《
有
力
な
活
黎

》
と
、
ど
の
よ
・つ
に
関
連
す
る
の
か
、
以
上
に
つ
い
て
の
理
論

の
体
禿

で
あ
る
。
N
p
M
は
、
政
肇

の
契
約
と
そ
の
論
理
と
に
焦
点
を
絞

り

つ
つ
現
代
の
公
共
部
門
統
治
の
理
解
に
通
じ
る
接
近
路
を
、
提
供
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

蕎

な
公
共
部
門
統
治
に
お
い
て
、
政
府
に
集
中
的
に

=
兀
化
さ
れ
て
い
た
課
萎

盆

花

し
、

亘

、
煉
瓦
の
よ
う
に
細
片
に
砕
い
て
護

花

し
・
そ
れ

ら
を
公
私
両
部
門
に
わ
た

っ
て
拡
散
し
、
蔑

単
位
と
し
て
、
再
び
課
業
全
体
を
造
形
化
し
て
ゆ
く

の
が
、
現
代

の
公
共
部
門
統
治
で
あ
ろ
う
・

(..
①
Φ

ピ
皿
鐸
『Φ質
6
Φ
国
・
曾

昌
し
β
b

帥
同。言

達

Φ
曇

蚕

§

こ

旨

ま

F
言

§

蓉

§

§

§

詰

き

乱

§

き

馬

量

§

壽

§

》
鴇§

じ

(U
)譲

纂

と
は
、
活
用
し
、つ
る
財
政
資
源
の
逼
迫
、
も
し
く
は
、
緊
攣

算
の
縛

に
よ
っ
て
、
行
政
機
関
に
要
請
さ
れ
る
機
関
自
体
の
目
的

・
難

.
技
術
な

ど
の
変
華

実
行
す
る
こ
と
の
過
程
で
あ
る
.
[拙
蓋

現
代
行
政
学
謬

(
一
九
九
四
年
)

(嵯
峨
野
書
院
)
二
四
二
百
↑

二
四
五
頁
・
本
項
に
関
す
る
叙
述

は
、
と
く
に
註
記
し
な
い
限
り
、
拙
著
前
掲
書
に
よ
る
。
]
節
馨

理
、
あ
る
い
は
、
削
馨

理
は
、
何
れ
の
政
府
鍵

が
そ
の
規
模
を
縮
小
し
・
ま
た
・
い
ず

れ
の
嚢

が
廃
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
ど
の
よ
、つ
な
馨

に
瑳

の
基

が
要
請
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
な
ど
に
関
す
る
困
難
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と

を
含
む
。
さ
ら
に
、
節
馨

理
は
、
も
と
よ
り
、
人
員
整
理

蚕

9
梓琶

鴇

・§

)
(皐

F
)
と
画
然
た
る
距
離
が
お
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
・
双
方
は
・

両
端
に
お
い
て
撰

す
る
。
(≦

6
げ
麟
①声

籠

量

§

鼠

。
8
韓

}
・。
・
a
β

窪

9

量

駐

§

§

㌧旨
婁

§

ぎ

鼻

§

、
睾

鍵

§

-

わ
ヨ

　
R
-
F
と
は
、
政
府
機
関
、
あ
る
い
は
、
政
府
諸
機
関
に
割
当
て
ら
れ
た
職
位
数
の
繁

的

懇

的
な
縮
減
な
い
し
規
模
縮
小
を
い
・つ
・
(鐸

昆

§
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こ
れ
は
・
予
算
削
減
や
行
政
部
再
懇

と
い
う
よ
う
な
他
の
政
策
目
的
と
深
層
部
に
お
い
て
内
的
に
関
連
す
る
、
よ
り
蔑

な
人
事
管
理
政
策
の
決
定
の
結
果
、

成
立
す
る
・
(窪

う

暴

ωΦΦ
巴
ω。
国

}

ξ

§

色

。旨

Ω
』

賢

穿

箒

菟

竃
琴

雪

。旨
壁

》
量

嵩
賊・り§

。自
建

Φ
島

§

カ
。
⇒
四匡

o
.
。・
蒙

9
㌔

量

。
評

湊
§

Φ
玉

含

喜

§

s

昆

§

・)

現
代
に
お
け
る
節
減
管
理
の
登
場
の
背
景
に
は
、
複
雑
な
モ
ザ
イ
ク
壕

の
よ
う
に
互

い
に
絡
ま
り
△
・
い
縫
れ
ム
・
、つ
状
況
が
、
存
在
す
る
。

芳

に
、
組
織
成

員
の
勤
労
意
欲
と
組
織

の
実
績
水
準

の
双
方
を
維
持
し
、
組
織

の
行
動
能
力

や
外
界

へ
の
適
応
能
力

の
衰
退
と

い
・つ
マ
イ
ナ
ス
効
果
の
発
生
を
最
小
限

に
抑
止
し

つ
つ
・
他
方
に
・
資
源
洞
渇

の
・
と
り
わ
け
、
財
政
分
野
に
お
け
る
資
源

の
窮
迫
と

い
う
現
代

に
固
有

の
新
た
な
挑
戦
に
応
、え
る
た
め
に
、
個
別
具
体

の
管
理
上

の
戦
略

・
戦
術
が
編
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
す
る
、
問
題
状
況
の
存
在
が
、

こ
れ
で
あ
る
。

さ
ら
に
・

こ
の
遠
景
に
は
・
生
存
配
慮

の
責
任

王
体
と
し
て
の
現
代
政
府
の
巨
大
な
役
割
に
対
す
る
人
々
の
叢

と
脅
威
、
そ
れ
に
、
政
府

の
、
》
つ
し
た
役
割

は
慨
ね
完
了
し
た
と
す
る
彼
ら
の
認
識
、
そ
し
て
、
過
誤

(旦

量

㊦
ω
)
、
過
度

青

羅

ω
)
、
浪
費

(藝

Φ
)
、
疑
獄

(の
§

α
曽
一ω
)
、
な
ど
が
露
口王
し
、
積

極
国
家
星

理
的
な
制
度
上
の
動
脈
硬
化
が
藝

-起

こ
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
た
め
、
消
極
国
家
か
ら
積
極
国
家

へ
の
、
ほ
竺

世
紀
前

に
お
け
る
改
革
そ

の
も

の

に
・

い
ま

や
少
な
か
ら
ぬ
改
革
が
緊
要
で
あ
る
と
す
る
判
断
、
な
ど
が
、
拡
が

っ
て
い
る
。

(国
・
ω
・
ω
霧

・
聖

§

N
、筒
晦
葺
Φ
℃
=
窪

。
恥
Φ
6
叶。
㌧
、
ぎ

§

。

し・
喜

さ

ミ
§

書

二

§

娼
u
・
一
φ

聖

§

N
§

b
§

昏

§

蜘
§

§

<
Φ
§

貫

蕊

冒

・
ω
,ぎ

ロ
住
聖

§

N
陶
爲
。
§

亀

嵩
窪

6
,

連

§

Φ
評

§

霧

薯

勲
§

u
p

甲
一刈
.)

多
く

の
先
進
民
圭

義
国
家

に
お
い
て
、
人

々
は
ま
さ
し
く
、
政
府
を
、
耐
え
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

《
悪
》

(き

Φ
<
e

と
み
な
す

に
い
た

っ
て

い
る
。

(9
げ
o
巳
)
に
ほ

政
府
と
は
・
入
々
に
と

っ
て
・
他
を
禅
ら
ず
自
己
権
力
を
肥
大
化
さ
せ
る
政
治
的
行
政
官
と
職
業
行
政
官
か
ら
成
り
た

つ
巨
怪
な

《
略
奪
団
》

か
な
ら
な

い
・

(国
.
ω
.
ぎ

ω
魯

§

§

鉢営

註

ぎ

ξ

琴

§

評

「
§

「
砺
葺

8

・
阜

三

一
・)
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
衆
国

で
は
、
《
反
政
府
感
情
》

(塁

αq
。
<
①
毒

Φ
霧

塁

ヨ
豊

は
、

充

五
八
年
か
ら

死

八

・
年

に
い
た
る
ま

で
の
期
間

に
、
反
実
業
感
情
よ
り
も
急
速

に
拡
大
し
た
。

(.
①
Φ
ω
.
ζ
.

景

Φ§

睾

.ω
量

馨

導
§

§

§

§

Φ
§

藝

二

九
八
・
年
以
降
、
こ
の
よ
、つ
な

《反
政
府
稽

》
は
、
鎮
静
化
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
時

以
降
・
新
政
権

・
連
邦
政
府
の
果
た
す
役
割
の
縮
小
に
努
力
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
灘

決
儀

と
し
て
の
連
邦
政
府
そ
の
も
の

に
対
す

る
人

々
の
信

頼

は
、
極
度

に
後

退
す

る

こ
と
が
な

か

っ
た
。

(国
・
G∩
・
ω
四
く
蝉
。。
b
P

o
一け
・も

・
一
じ

こ
の
こ
と
は
、
次

の
統

計
か

ら
覗
わ
れ

よ
う

。

(司
・
ω
.
ω
碧

β。
9

8

.
簿

.も

畠
一
一
・
≧

Ω
自

ρ

等

o
§

沁
Φ
織
憲

b
Φ
寄

肉
Φ
軌
口
旨
ω
Ω
「Φ
勘
隣
自
鴨
》

O
。
く
Φ
§

白
Φ
旨
俳

ぎ

瞥
§

景

bq
§

辱

o
霧

富
。・。・㌔

§

§

達

Φ
憲

、§

§

き

自

霞

曳

Φ幕

乱

§

。
・
ご

一
九
九
七
年
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
貧
民
救
済
を
連
邦
政
府

の
責
任
と
す
る
も

の

・
肯
定
六

一
%

.
否
定
三
七
%
、
連
邦
政
府
は
す
べ
て
の
市
民
に
食
住

の
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権
利
を
保
障
す

べ
き
と
す
る
も

の

.
肯
定
六
二
%

・
否
定
三
六
%
、
連
邦
政
府
は
過
度
の
財
政
赤
字
に
陥

っ
て
も
困
窮
者

の
生
活
を
保
障
す

べ
き
と
す
る
も
の

・

肯
定
四
四
%

・
否
定
五
三
%
、
以
上
で
あ
る
。

ま
た
、

一
九
九

五
年

の
世
論
調
査

の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
ほ
ぼ
四
分

の

一
に
当
る
お
よ
そ
二
五
%
が
連
邦
政
府
は
、
ほ
ぼ
常
規
的

に
・

民
意

の
要
望
に
応
え

る
正
当
な
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
と
考
え

る
。

こ
の
数
値
は
、

}
九
六
四
年
に
は
、
四
分
の
三
,
す
な
わ
ち
、
七
六
%
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

一
九
九
五
年

の
場
合
、
連
邦
政
府
に

《
絶
大
な
》

(。・
oq
H
$
巳

慈
一)
信
頼
を
寄
せ
る
ア
メ
リ
カ
人
は
、
僅
か

二

%
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
過
去
三
〇
年
間
に
お
け

る
最
低
値

で
あ
る
。

(中

ω
.
ω
g。
轟

ρ
o
P

。
一酢・も

・
一
一
.
≧

O
o
「ρ

国
d
§

肉
Φ
魁
ぎ

Φ
寄

惣

切
ミ
錺

曾

勘
職
轟

》

Q
o
奉
越
臼
Φ
ミ

§

ミ

き

誌
ω
tロ
無
噂角

俸

§

邑

婁

肉
§

諏
ミ

§

憲

8

め
匙
潮

さ

§

§

曳

匙

婁

。
p

g

・も

・
一
)
)

さ
ら
に
、

一
八
歳
か
ら
二
四
歳
に
い
た
る
ま
で
の
成
年
を
対
象
と
し
た

一
九
九
九
年

の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
連
邦
政
府

の
公
共
問
題
解
決

の
能
力

や
役

割

と
彼

ら

の
日
常

の
関

心
と

の
間

に
、

ほ
と

ん
ど

関
連

性

が
な

い
と

回
答

し

て

い
る

。

(2
帥
ま

昌
巴

〉
ω
ω
o
q
鋤
α
8

0
h
ω
Φ
∩
器

鼠
甑
Φ
ω
o
噛
もり
け碧
ρ

註

ミ

寒
濤
旨
b
㌧臼臼
量

げ
6
§

轟

き

§

§

ぎ

量

§

儀
Φ§

聖

冨

§

§

①葺

9
§

§

旨
§

儀
ぎ
§
讐

逡

2

轟

9
。・
器

ω鴇
8
・

。
F
.
,

一
一
・)
平

均
的

な

ア
メ
リ
カ
国
民

は
、
連

邦

政
府

は
税

金

一
ド

ル

の
う
ち

の
四
八

セ

ン
ト
を

浪
費

し

て

い
る
と
考
え

る
。
そ

し

て
、
六
名

の
う

ち

の
五
名

が
、

ワ
シ

ン
ト

ン
に
お

け
る
連
邦

政
府

の
根
本
的

改

革

を
希
望

し

て

い
る
。

(》
・
O
o
Nρ

o
,

o
一r

,

一
・
円

ω
●
Q。
磐

山
P

o
.
o
一叶
`
P

一
ご

こ

の
よ
う

な

状
況
は

、
次

の

表
1
か
ら
も
、
容
易
に
察
せ
ら
れ
よ
う
。

(中

O
昌

勺
卑
霞
ρ
導

Φ
聖

旺
禽

ミ

b口
窺
器
山
§
琵
6
聴
軌
S

Φ
鼻

§

ト
O
b
」
①
-嵩
し

現
代
に
特
有
の
資
源

の
澗
渇
状
況
の
岩
層
か
ら
、
経
費
節
減
を
要
求
す
る
社
会
的
圧
力
が
、
浮
上
す
る
に
い
た

っ
た
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

経
費
節
減
を
要
求
す

る
社
会
的
圧
力

に
対
応
す
る
行
政
機
関
に
お
け
る
管
理
者
層

の
戦
略
と
し
て
、
通
常
、
次

の
三
者
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(1
)

〉
ロ
o
門
8

辞置
目
oq
の
戦
略

経
費
節
減

の
社
会
的
圧
力
に
抵
抗
す
る
か
。
そ
れ
と
も
、
当
該
圧
力
を
受
け

い
れ
そ
の
意
図
に
そ

っ
て
経
費

の
節
減
を
円
滑
に
進
捗
さ
せ
る
か
、
こ
の
い
ず
れ

か
の
戦
略
で
あ
る
。

(2
)

自
発
的
戦
略

増
税
、
ま
た
は
、
財
貨
/
用
役
受
益
者
負
担
費
増
を
回
避
す
る
意
図
に
た

っ
て
、
経
費

の
削
減
を
即
刻
に
実
施
す
る
か
、
あ
る
い
は
、

一
定
期
間
に
わ
た

っ
て

経
費

の
広
範
囲
に
及
ぶ
減
額

を
断
行
し
、
行
政
機
関
に
よ
る
資
源

の
活
用
を
自
発
的
に
縮
小
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
費
節
減

の
要
求

に
適
応
す
る
か
、
以
上

の

二
者
の
い
ず
れ
か
の
戦
略
で
あ
る
。

(3
)

組
織
本
位

の
戦
略
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組
織
内
に
お
け
る
高
度
の
士
気
と
強
固
な
連
帯
意
識
を
保
持
す
る
必
要
か
ら
、
行
政
機
関
に
お
け
る
す
べ
て
の
単
位
に
経
費
の
削
減
を
総
体
的
に
割
当
て
る
か
・

そ
れ
と
も
、
政
治
的
縫

に
と
み
、
し
か
も
、
経
叢

獄
へ
の
人
々
の
圧
力
を
建

に
収
束
し
う
る
可
能
性
の
あ
る
諸
活
動
の
経
費
に
限
り
・
選
択
的
に
削
減

す
る
か
、
以
上
の
二
者
択

「
で
あ
る
。

な
お
、
行
政
機
関
に
お
け
る
管
理
者
層
が
主
謁

に
展
開
す
る
経
費
の
削
減
過
程
は
、
通
常
、
対
決

(8
§

§

,・
)、
計
画
化

(量

コ
愚

・
目
標
設
定

(欝
お
Φ
に
訂
ひq
)
、
そ
し
て
、
配
分

(巳
ω
臨

ぴ
¢
↑5
αq
)

の
四
段
階
を
経
て
進
展
す
る
。

次
に
、
経
費
節
減
を
達
成
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
戦
術
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関
心
の
核

の
単
純
性
か
ら
、
比
較
的
に
容
易
に
概
括
さ
れ
る
・
自
治
体
に
よ
る

社
会
用
役

の
韓

と

い
う
脈
絡

の
下
で
、
経
箭

減

の
た
め
に
薙

疋
さ
れ
う
る
戦
術
は
、
次

の
四
者
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
当
該
戦
術
は
・
国

.
州
の
よ
う
な
政

府
管
轄
領

域
に
お
い
て
も
、
同
様

に
妥
当
し
よ
う
。

(1
)

社
会
用
役
給
付

の
縮
小
も
し
く
は
撤
回

自
治
体
の
長
は
、
社
会
用
役
の
実
態
や
そ
の
出
力
と
常

に
関
す
る
恒
常
的
な
審
査
に
聖

て
、
将
来
に
わ
た
る
当
該
用
役
の
霧

的
薄

の
必
要
性
の
有
無

を
決
定
す
る
た
め
の
当
該
用
役
の
個
々
の
内
容
に
関
す
る
竈

的
な
集
中
妻

を
も
、
積
極
的
に
逡

す
る
こ
と
が
で
き
る
・
ま
た
・
自
治
体
の
長
は
・
社
会
諸

用
役
間
に
お
け
る
優
先
順
位
の
設
定
の
た
め
の
手
続
の
肇

、
図
嘉

に
お
け
る
開
館
時
間
の
短
縮
や
家
庭
用
廃
揚

の
翠

回
数
の
漸
減
の
よ
う
な
市
民
に
対

す
る
奉
仕
活
動
の
範
囲
限
定
寄

能
性
の
検
討
、
公
共
建
造
物
の
代
替
利
用
の
よ
う
な
資
源
の
廃
棄
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
の
転
用
の
た
め
の
調
査

.
研
究
な
ど

を
、
併
せ
て
行
な

い
う
る
。
社
会
用
役

の
縮
小
も
し
く
は
撤
回
を
意
図
す
る
自
治
体

の
長

の
権
能
は
、
こ
う
し
た
抜
本
的

・
総
体
的
事
項
と
技
術
的

・
細
目
的
事

項
に
よ

っ
て
、
あ
た
か
も
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
両
側
か
ら
照
ら
し
だ
さ
れ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

(2
)

歳
出

の
抑
制

自
治
体
の
長
は
、
公
費
か
ら
嚢

署

へ
の
、
社
会
諸
用
役
の
負
担
制
度
の
転
換
、
社
会
諸
用
役

・
便
益
施
設

・
財
政
資
源
の
回
復

顧
物
品
調
度
の
購
入
行
為
・

な
ど
を
維
持
す
る
た
め
の
他
の
政
塵

甚
程

と
の
連
携
、
非
常
勤
職
員
の
採
用
、
社
会
諸
用
役
の
私
人
に
よ
ゑ

得

も
し
く
は
私
人

へ
の
委
託

物
品
調
度
の
購

入
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
リ
ー
ス
へ
の
変
更
、
以
上
に
つ
い
て
考
察
と
塞
議

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(4
)

人
事
管
理
の
改
善

.流

は
、
三
毒

か
ら
成
り
た
つ
。
そ
璽

は
、
自
治
体
の
長
が
、

↓
般
職
員
と
の
鴬

簡

の
団
体
交
渉
に
際
し
て
、
得

に
お
け
る
職
務
の
生
産
性
向
上
の

必
要
性
を
、
強
力
に
訴
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
自
治
体

の
長
が
、
職
階
制
と
給
与
体
系
を
確
立
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
定
期
的
な
点
検
と
審
査
を
断
行
す
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
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そ
の
三
は
・
自
治
体

の
長
が
・

一
般
職
員
の
目
ざ
す
明
確
な
目
標
を
樹
立
す
る
た
め
、
ま
た
、
財
政
的
窮
乏
と
連
動
す
る
彼
ら

の
心
理
的
圧
迫
感
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
、
ラ
イ

ン
組
織
に
お
け
る
管
理
者
層
と
密
接
に
連
絡
し
、

一
体
的

に
協
同
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
戦
術
四
者
は
、
具
体
的
状
況

に
応
じ
て
、

一
時
的
に
、
あ
る
い
は
、
継

続
的

に
、
実
践
さ
れ
う
る
と
み
て
よ

い
。

も
し
肇

が
・
経
嚢

即
減
を
要
求
す
る
社
会
的
圧
力
の
高
潮
の
な
か
で
全
面
的
廃
止
と

い
う
極
限
状
況

に
追

い
》ま

れ
た
な
ら
ば
、
自
治
体

の
長
は
、
既
述
の

戦
略

・
戦
術
と
は
別
種

の
誘
導
指
標

(m・
巳
量

一量

を
作
動
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
以
下
の
六
者

で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
、
政
治
的
色
調
を
帯
び

て

い
る
。

第

一
は
、
施
策

の
廃
止
に
対
す
る
反
対
運
動

の
尤
進
を
回
避
す
る
た
め
の
機
密

の
保
持

で
あ
る
。

第
二
は
・
当
該
纂

が
も
た
ら
す
不
利
益
効
果

へ
の
人
々
の
関
心
対
象
の
転
換
を
促
し
、
そ
う
し
た
不
利
益
効
果
を
強
調
す
る
見
解
に
対
す
る
彼
ら
の
支
持
を

糾
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
当
該
施
策
の
修
正
型
の
存
続
を
許
容
す
る
よ
う
な
、
妥
協

へ
の
抵
抗
で
あ
る
。

第
四
は
、
当
該
施
策
の
廃
止
過
程
に
対
す
る
統
制
と
監
視
の
た
め
の
所
定
の
管
轄
権
能
を
行
使
し
う
る
新
入
の
政
府
領
域

へ
の
抜
擢
で
あ
る
。

第
五
は
・
当
該
嚢

の
存
続
に
関
す
る
立
法
部
の
意
田
心決
定
を
防
止
し
、
当
該
肇

の
廃
棄
に
当
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
立
法
部
に
お
け
る
重
要
な
指
導
者
の
非

公
式
の
合
意
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
法
部
の
立
法
特
権
に
対
す
る
最
大
限
の
尊
重
と
過
大
な
配
慮
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

第
六
は
・
当
該
纂

め
な
か
で
絶
対
に
必
要
と
釦恥
め
ら
れ
る
部
分
の
み
を
廃
止
し
、
こ
う
し
た
廃
止
が
、
当
該
施
策
の
他
の
曹

的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
述

べ
た
戦
略

・
戦
術
、
そ
し
て
、
誘
導
指
標

の
い
ず
れ
も
、
零
成
長
も
し
く
は
零
成
長
以
下
の
経
済
基
盤

の
前
提
の
上
に
、
あ
る

い
は
、
少
く
と
も
、

護

長
の
財
源
基
盤

の
前
提

の
上
に
、
組
み
た
て
ら
れ
た
行
政
諸
活
動
の
複
合
態
を
必
然
的
に
内
包
せ
ざ

る
を
、凡
な
い
節
減
管
理
を
、
積
極
的
に
実
現
す
る
た
め

に
・
案
出
さ
れ
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
戦
略

・
戦
術

誘
導
糠

の
ご
著

を
三
層
構
造
と
し
て
組
み
あ
げ
、
そ

の
内
奥

で
三
層
を
統

一
し
て
い
る

視
点

が
、
現
代

に
特
有

の
資
源

洞
渇
状

況

へ
の
認
識
と
対
応

と
考
え

て
よ
か

ろ
う

。

(ω
Φ
Φ
護

一艮

o
≦
。
げ
蝉
呂

O
自

α
o
P

。
P

。
一け・も

唱
・
刈
O
,刈
ご

(E
)
M
B
O

(ぎ

韓

ヨ
婁

じd
ち

σ
葺

く
Φ
ω
)

(目
讐

理

は
、
著
名
な
経
営
学
者

の
P

.
F

}

フ
ッ
カ
⊥

鐸

①
『
嵩

同
¢
。
評
Φ
.
)
が

一
九
五
四
年
に
、

そ
の
著

(
§

Φ
ぎ

。
旨

Φ
駄

さ

建
題

8
魯

じ

の
な
か
で
積
極
的
に
展
開
し
、
明
確
な
輪
郭
を
与
え
た
管
理
技
術

で
あ
る
。

(拙
著
.
前
掲
二
二
〇
百
↑

二
二
七

頁
。
本
項

に
関
す
る
叙
述
は
、
と
く
に
註
記
し
な

い
限
り
、
前
掲
書

に
よ
る
。
)

M
B
O
は
、
行
政
機
関

の
長
期

・
短
期

の
目
的
を
明
確

に
し
、
か

つ
、
現
実
の
施
策
成
果
お
よ
び
有
効
性
を
探
査
す
る
た
め
の
高
度
の
柔
軟
性
を
保
持
す
る
接
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近
法
と
し
て
、
ひ
ろ
く
連
邦
政
府
を
は
じ
め
、
州

・
地
方

の
諸
政
府

に
お

い
て
実
践
さ
れ
て
き

て
い
る
。
M
B
O
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
組
織
上
の
諸
要
因
が

最
適

の
混
合
状
態

に
達
す
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
組
織
内

に
お
け
る

《
統

↓
性
保
持
及
び
中
央
統
制
貫
徹

の
要
請
と
、
状
況
に
よ
る
差
異

の
承
認
な
ら
び
に
柔

軟
性
確
保

の
要
請
と
の
間
に
お
け
る
穏
当
な
平
衝
状
態
の
維
持
》
が
、
こ
れ
に
当
る
。
M
B
O
は
、
単
に
、
管
理
上
の
計
画
化
と
統
制
の
た
め

の
装
置
で
あ
る
だ

け
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
ω
器
叶Φ
ヨ

膳
剛
o。
①
帯
>
0
9
毘
N
ロ
ロ
o
炉

H9
『
ぢ
ω
貯
ζ
o
江
く
山
証
o
P

国
¢
窃
饗
三
磐

ζ
琶
帥
oq
①
ヨ
o
鼻

な
ど

の
様
々
な
名
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
、

人
間
の
自
発
性

.
創
造
性
を
強
調
す
る
Y
理
論

(ド

↓
冨
o
員
)

(ω
Φ
⑦
O
o
蹟

一器

ζ
o
Ω
お
伽q
o
さ
§

Φ
建

白
鋤
b
9
箒

黛

穿

融
も
駐

Φ
丸

題
9

拙
著

前
掲

七

五
頁
-
八
〇
頁
。
)
に

一
筋

の
底
流
と
し
て
存
在
し
て
い
る

《
組
織
内
人
間
至
上
主
義

》

(o
磧
磐

一鎚
菖
o
慈

;

=
ヨ
留

一ω
巳

と

い
う

一
線

の
上
に
自
己
を
位
遣
づ

け
、
そ
の
原
理
的
基
層
に
立

っ
て
自
己
を
展
開
す

る
管
理
技
術
と

い
っ
て
よ

い
。
M
B
O
と
は
、
目
標
設
定

(ゆq
o
巴
め
Φ
什叶
ヨ
伽q
)
、
参
加

(ロ
震
甑
o
一冨

肝δ
口
)
、
そ

し
て
、

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

(け
巴

σ
鋤
窪

V
の
三
種

の
活
動
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次

の
M
B
O
に
お
け
る
本
質
的
要
素
七
者
に
覗
わ
れ
よ
う
。

(1
)

一
定
時
間
内
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
結
果

の
観
点
か
ら
の
目
標
な

い
し
任
務
、
目
的

・
優
先
順
位

の
設
(裾

(2
)

結
果
の
達
成
を
目
ざ
す
計
画
の
案
出
。

(3
)

確
立
さ
れ
た
目
標
、
目
的
、
優
先
順
位
の
観

点
か
ら
の
有
効
労
働
力

・
賃
金

・
プ
ラ
ン
ト
及
び
設
備

・
情
報
な
ど

の
諸
種
の
資
源
の
配
分
。

(4
)

上
か
ら

の
指
令

に
対
す
る
下
か
ら

の
応
答
性
を
確
保
す
る
た
め

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ

シ
ョ
ン
、
な
ら
び
に
、
権
威
あ
る
目
標

・
目
的

の
設
定

へ
の
広
範
な
成
員

参
加
、
以
上

の
二
者
を
強
調
す
る
計
画

の
執
行
過
程

に
対
す
る
成
員
の
関
与
の
保
障
。

(5
)

特
定

の
中
間
里
程
表

(一黒
霞
日
①
虫
讐
Φ
邑

一窃
8
コ
①
)

の
達
成
度
の
基
準
と
す
る
目
標
及
び
目
的
実
現

へ
の
進
捗
状
況

に
対
す
る
探
知
と
監
視
。

(6
)

有
効
性

・
能
率
性

・
経
済
性

の
観
点
か
ら
の
結
果
の
評
価

(7
)

目
的
及
び
結
果
に
お
け
る
改
良
策

の
提
起
と
執
行

(改
良
技
術
、
人
的
物
的
諸
資
源

の
効
率
的
活
用
、
な
ど
を
通
し
て
の
生
産
性

の
向
上
)
。

な
お
、
M
B
O
に
お
け
る
目
標

(αq
o
帥
一)
な

い
し
使
命

(巨

。。
ω
一〇
口
)
と
は
、
《
意
図
し
た
出
力
を
最
も

一
般
的
な
言
葉

で
表
現
し
た
も

の
》
を

い
う
。
こ
の
意
味

に

お
け
る
目
標
な

い
し
使
命

に
は
、
通
常
、
時
限
性
は
負
荷
さ
れ
て
い
な

い
。
他
方
、
M
B
O
に
お
け
る
目
的

(o
怠
Φ
o
口
く
Φ
)
と
は
、
《
一
定
時
間
内
に
達
成
さ
れ

る
べ
き
を
諸
結
果
》
を
指
す
。

こ
の
目
的
は
、
具
体
性

(8

口
臼
卑
8

Φ
ω
ω
)
、
実
現

可
能
性

(黛。
簿
巴
轟

σ
一一一な
)
、
願
望
性

(匙
Φ
巴
冨
σ
三
蔓
)
、
計
測
可
能
性

(ヨ
$
害
扇
σ
一一一蔓
)
と

い
う
本
質
的
属
性
四
者
を
基
軸
と
し
て
織
り
合
わ
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
M
B
O
の
本
質
的
要
素

の
な
か
で
、
堅
確
な
原
質
を
形
成
し
て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ω

の
参
加

で
あ
る
。

M
B
O
と
は
、
組
織

の
目
標
な
ら
び
に
目
的
が
、
組
織
成
員

の
参
加
を
通
し
て
、
期
待
さ
れ
る
結
果

の
観
点
か
ら
設
定
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
、
明
快

に
定

義
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
目
標
設
定
過
程

に
対
す
る
成
員
参
加
は
、
必
ず
し
も
効
果
の
あ
る
管
理
の
遂
行
を
確
保
し
う
る
だ
け

の
、
万
能
薬
と
は
成
ら
な

い
で
あ
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ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
成
員
参
加
に
よ
る
管
理

(冨

耳
一〇
一忘
榊一く
Φ
ヨ
p
墨
oq
①
日
Φ
昌
V
は
、
組
織
目
的
の
達
成
を
目
指
す
個

々
の
成
員

の
動
機
の
増
幅
、
管
理
者
層
と

一
般
成
員
と

の
間
に
お
け
る
相
互
依
存
関
係
の
増
強
、
組
織
に
固
有

の
高
度
の
外
界
適
応
性

の
創
出
、
職
務
能
率
の
向
上
、
成
員
間

に
お
け
る
職
務
遂
行

の
満
足

感

の
広
範
な
浸
潤
、
な
ど
に
、
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な

る
行
政
機
関
も
、
既
に
指
摘
し
た
M
B
O
の
本
質
的
要
素
七
者
の
す
べ
て
を
率

直
に
受
容
し
、
こ
れ
ら
を
常
に
全
開
作
動
さ
せ
て

い

る
わ
け
で
は
な

い
。
と
り
わ
け
、
M
B
O
の
原
質
を
形
づ
く
る
と
さ
れ
る
ω

の

《
成
員
参
加
に
ょ
る
管
理
》
は
、
ほ
と
ん
ど
実
践
さ
れ
て
い
な

い
と

い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
最
も
端
的
に

い
う
な
ら
ば
、
現
実
に
展
開
さ
れ
て

い
る
M
B
O
の
本
質
的
要
素
は
、
目
的
設
定
、
目
的
実
現
過
程

の
進
捗
状
況

の
監
視
、
そ
し
て
、
目
的

実
現
結
果
の
評
価
、
以
上
の
三
点
に
尽
き

て
い
る
。

こ
れ
故
、
連
邦
政
府

に
お
け
る
M
B
O
の
実
践
状
況

の
視
角
か
ら
M
B
O
に
新
た
な
光
を
当

て
る
な
ら
ば
、

M
B
O
は
、
政
府
を
よ
り
効
率
的
に
運
営
さ
せ
る
た
め
の
統
制
の
分
権
化
の
用
具
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
統
制

の
集
権
化

の
用
具
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

確
か
に
、

一
九
七
三
年
四
月
十
八
日
、
時

の
大
統
領
R

.
M

.
ニ
ク

題

鳥

灘

1

標
し
命
い

目
な
使

一 一 一 一う〉

目的設定

[壷]5
目的達成状況

24
告
び
整

報
及
調

3

行動の計画化

が
つ
が
用

何

い
誰
費

連邦政府におけるMBO図1

ソ
ン

(国
8
7
鷲
α
ζ
一ヲ
o
ロ
ω
窯
粛
8

)

ー

連
邦
政
府

の
構
成
諸
機
関

に
書

簡
を
送
り
、
M
B
O
技
法

の
採
択
を
要
請
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九

七

〇
年
代

初
期

に
連
邦
政
府

に
お

い
て
実

践
さ
れ

て
い
た
M
B
O
循
環
系

(H≦
bd
O
O
《
o
一Φ
)

の
基
本
形
は
、
図
1
の
よ
う

に
な
る
。

M
B
O
の
循
環
系
は
、
図
1
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う

に
、
次
の
よ
う

に

進
展
す
る
。
行
政
機
関
の
目
標
な

い
し
使
命
は
、
階
統
制
構
造

に
お
け
る
上
位
者

も
し
く
は
法
律
に
よ

っ
て
、
実
体
的

に
は
、
大
統
領
も
し
く
は
議
会

に
よ

っ

て
、
付
与
さ
れ
る
。

1
.
政
策
執
行
を
目
ざ
す
成
員

の
集
団
作
業

の
統
整
や
政
策
執
行
に
お
け
る

有
効
性

・
能
率
性
確
保

の
よ
う
な
、
行
政
機
関
に
特
有

の
問
題
状
況
の
分
析

が
、
管
理
の
関
連
領
域
を
、
お
の
ず
と
規
定
す
る
。

2
.
特
定
目
的
が
樹
立
さ
れ
、
こ
の
目
的
と
行
政
機
関
の
標
榜
す
る
目
標
と

が
結
合
さ
れ
る
。
特
定
目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め

の
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標
識
が
、
開
発
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

3
.
行
政
機
関
の
諸
活
動
は
、
計
画
化
を
通
し
て
、
目
標
と
資
源
と
に
関
連
さ
せ
る
。

4

報
告
シ
ス
テ
ム

(話
O
o
a
o
Φq
ω
器
8
ヨ
)
が
、
計
画
と
施
策

を
変
更
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
冷
o
伽
σ
9。
鼻
を
塗
備

す
る
。

5
.
施
策
の
成
功
は
、
行
政
機
関
の
諸
活
動
が
既
述
の
目
的
を

い
か
な
る
程
度
ま

で
達
成
し
た
か
に
よ

っ
て
、
評
価
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
う
し
て
、
M
B
O
に
お
け
る
目
標
設
定

の
位
相
は
、
参
加
を
通
し
て
、

一
般
成
員
を
組
織
の
目
的
に
結
合
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
企

業

.
連
邦
政
府

の
別
を
問
わ
ず
、
M
B
O
に
お
け
る
目
的
は
、
し
ば
し
ば
、
成
員
参
加
に
ほ
と

ん
ど

酉
及
す
る
こ
と
な
く
、
階
統
制
構
造

の
上
位
占
有
者

に
よ

つ

て
規
定
さ
れ
る
。
連
邦
政
府
の
場
合
、
階
統
制
構
造
の
最
高
段
階

に
位
置
す
る
予
算
管
理
局

(○
塗
8

0
h
ζ
碧
謎
o
ヨ
①
曇

p。
昌
飢
じd
巳

四
Φ
什)

(O
M
B
)
が
、
こ

う
し
た
目
的
設
定
機
能
を
支
配
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
に
は
、
O
M
B
は
、
各
行
政
機
関
に
、
会
計
年
度
予
算
の
見
積
額
と
併
せ
て
機
関

の
目
的
と
を
、
同
時

に
提
出
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
Ω
需
巳
輿
》

一
一と
指
称
さ
れ
る
通
達
を
発
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
O
M
B
の
よ
う
な
最
高
機
関
の
支
配
力
は
、
階
統
制
構
造
を
、

下
方
に
向
か

っ
て
放
射
状
に
拡
散
し
て
ゆ
き
、
目
的
実
現
の
責
任
を
有
す

る
運
用
担
当
官

に
命
令
と
し
て
伝
達
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
あ
る
行
政
官

の

《
彼
ら

[最
高
機
関
]
は
、
我

々
に
彼
ら
の
目
的
を
無
理
に
食

べ
さ
せ
よ
う

(ho
容
9
8
0
師
)
と
す

る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
》
と

い
う
比
喩

に
覗
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
連
邦
政
府
に
お

い
て
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
M
B
O
は
、
参
加
過
程

の
展
開
を
宣
明
し

て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
階
統
制

の
支
配
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
認
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

M
B
O
の
循
環
系

の
現
実
型
に
は
、
こ
う
し
た
難
点
が
認
め
ら
れ
る
に
せ
よ
、
M
B
O
が
、
有
用
な
管
理
技
術

で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
、
否
定
し
え
な

い
と

こ

ろ
で
あ
る
。
管
理
技
術
と
し
て
の
M
B
O
有
用
性
は
、
M
B
O
が
、
次

の
よ
う
な
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
と

い
う

点
に
求
め
ら
れ
る
。

目
的

の
明
確
化
、
行
政
の
多
目
的
性

の
承
認
、
矛
盾
す
る
諸
目
的

の
確
認
と
こ
れ
ら
の
調
整
、
組
織
目
的

の
設
定

へ
の
成
員
参
加

の
機
会

の
供
与
、
組
織
圏
的

の
達
成
状
況
に
関
す
る
hΦ
Φ
ユ
げ
碧
犀
と
測
定
法
の
給
付
、
誤
指
令

(ヨ
一ω
α
一H
Φ
∩
辞一く
Φ
ω
)
の
極
小
化

に
よ
る
諸
資
源

の
節
約
、
直
接
統
制

・
直
接
監
視
の
減
少
、
評

価

の
た
め
の
客
観
的
基
礎
の
提
供
、
な
ど
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
有
用
性
と
M
B
O
の
主
要
な
特
徴
と
は
、
等
価
的
な
地
平

に
あ
る
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
矛
盾
す
る
諸
目
的
を
追
究
す
る
努
力
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に
、
M
B
O
が
、
追
究
す

べ
き
組
織
目
的
を
正
確
に
定
め
る
こ
と
が
で

き

る
な
ら
ば
、
M
B
O
は
、
組
織
運
営
に
少
な
か
ら
ざ
る
寄
与
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
《
参
加
管
理
》

へ
の
組
織
成
員

の
関
与
は
、
M
B
O
の
最
重
要
の
因
子
と
看
な
さ
れ
て
い
る
。
M
B
O
に
お
け

る
こ
の
位
相
は
、
組
織
目
的

へ
の
成

員
参
加
に
加
え
、
当
該
目
的

に
対
す
る
成
員
の
献
心
を
醸

成
す
る
も

の
と
い

っ
て
よ

い
。
同
時

に
、
M
B
O
は
、
情
報
、
と
り
わ
け
、
施
策
施
行
に
関
す
る

(
凶



76神奈川法学第35巻 第2号2002年(506)

報
》

(げ
巴

器
≦
ω
)
を
、
組
織

の
底
辺
か
ら
頂
点
に
向
か

っ
て
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
権
力

の
所
在
を
、
組
織
の
上
方

に
移
行
さ
せ
る
効
果
を
も

つ
。
こ

う
し
て
、
M
B
O
シ
ス
テ
ム

(M
B
O
の
組
織
的
運
営
)
は
、
次

の
理
由
か
ら
、
組
織
に
お
け
る
管
理
者
層
と
下
僚
と
の
間
に
お
け
る
関
係

に
、
変
更
を
も
た
ら

す
こ
と

に
な
る
。

そ
の
理
由
の

一
つ
は
、
効
果
的
な
M
B
O
シ
ス
テ
ム
が
、
下
僚
が
責
任
を
有
す
る
施
策
活
動
に
過
誤
が
生
じ
た
場
合

に
、
そ
の
事
実
を
下
僚
が
上
司
に
対
し
て

穏
蔽
す
る
こ
と
を
、
困
難
に
す
る
と

い
・?
点
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
施
策
形

成
と
実
施
に
と
も
な
う
問
題
点
に
関
す
る
初
期
段
階

の
情
報

の
入
手
と
運
用
に
よ

っ
て
、
管
理
者
層
が
、
そ
う
し
た
問
題
点

の
補
整
に
成

功
す
る
と
し
た
ら
、
そ

の
情
報
は
、
管
理
者
層
に
、
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
M
B
O
の
実
施

に
当

っ
て
、
そ
の
全
円
的
開
花
を
妨
害
す
る
要
因
も
、
ま
た
、
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
お
よ
そ
、
三
者

に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。第

一
は
、
行
政
機
関
が
、
往

々
に
し
て
、
曖
昧
な
目
標
を
提
示
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
名
目
上

の
組
織
目
的
と
現
実
の
そ
れ
と
の
間
に
お
け
る
齪
爵
で
あ
る
。

第
三
は
、
様

々
な
公
共
目
的

の
遂
行
状
況
を
監
視
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
達
成
状
況
を
測
定
す
る
た
め
の
、

一
般
に
受
容
さ
れ
う
る
共
通

の
基
準
が
、
見
出
し

え
な

い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
三
要
因

の
な
か
で
、
第

一
の
要
因
は
、
議
会
制
民
主
主
義

の
下
に
お
け
る
政
府

の
最
高
指
導
者
の
短
期
的
交
替
が
不
可
避

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
制
民
主

主
義
に
お
け
る
政
府
の
計
画
化
活
動
に
と
も
な
う
宿
命
的
課
題
と

い
え
よ
う
。

そ
の
他

の
阻
害
要
因
と
し
て
、
協
同
的
な
管
理
様
式

に
よ
る
権
威
体
系

の
再
構
成
、
目
標

の
目
的

へ
の
細
分
化

.
断
片
化
、
施
策

の
質
的
局
面
の
捨
象
、
時
間

.
人

員
動
員

.
人
員
訓
練

に
対
す
る
少
な
か
ら
ざ
る
投
資
、
多
様
な
媒
介
変
数
を
と
も
な
う
目
的
志
向
管
理

の
強
調

に
よ
る
最
適
の
問
題
解
決

(o
b
自
日
巴

ω
o
葺

δ
口
)

の
阻
止
、
以
上
の
可
能
性
な

い
し
危
険
性
も
、
存
在
す
る
。

(ω
Φ
Φ
≦

一欝

o
乱
窪

螢
ロ
α
O
o
『
住
o
P

8

.
o
一け
・も

P

8

一
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8

"
出
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国
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伊

N
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Φ
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N
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簿
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量
一2

b

心
ω
-bO
呂
こ

臼
o
ヨ
Φ
切
・
ζ
∩
内
ぢ
器

く
9。
巳

冨

≦
「
Φ
g

Φ
ρ

嵩
o
≦
母
9

、
さ

～討

》
含

貯
討
§

籍
8

、
b口
巴
助
臼

貯
晦
ぎ

ミ
魯

碧
魁
》
6
8
§

慰
ぴ
建
§

ぎ

儀
Φ
9

這
塗

b
P
卜。
O
㎝
山
8
る
ω
O
し

な

お
、
連

邦
政
府

に
お

け
る

M
B

O

の
運
用

が
絶
頂

期

に
達
し

た

一
九

七
六
年

の
時
点

ま

で
に
、

ア

メ
リ

カ

の
市

全
体

の
四

一
%
が
、
少

な
く
と

も
若

干

の
部

局

で
、

M
B
O
を
採

用
し

て

い
た
と

い
わ
れ

て

い
る
。

〔Z
.
出
曾

望

o
b
書
o
一け・も

・
b。
㎝
N
.
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①
Φ
幻
四
〇
ド
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ω
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勾
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弓
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凶
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o
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≦
¢

Hヨ
b
『
o
<
Φ
ヨ
Φ
三

一口

Ω

什一Φ
ω
.ド
罠

Φ
ミ

§

昏

b
亀

寄

碧

し口
8

叶
這

N
N

竈

N
N

O
P

一
Φ
ω
歯
8

し

こ

の
年

か
ら
十

一
年
後

の

一
九

八
七
年

に
は
、
市

,
町

.
村

の
自
治
体

に
お

け
る

M
B
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0

の

普

及

率

は

、

六

二

%

の

最

高

値

も

示

し

た

。

(
客

国
Φ
ロ
望

o
b
お

一
什
.も

』

O
N
.
。。
Φ
Φ
↓
ぴ
8

住
o
器

出
.
℃
o
一。。
器

N
帥
巳

Ω
話

ひ嘩
o
q

Q。
窪

Φ
β

一-竃

9。
コ
帥
oq
①
ヨ

Φ
艮

日
o
o
一ω

言

竃
¢
三
〇
君
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O
o
<
Φ
ヨ

ヨ
Φ
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5

日
掃
巳

ω
○
<
臼

誓
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評

ω
什
O
Φ
B

α
①
.ド
国

寒

6
ム
隣
§
訂
詠
§

瓢
8

葡
Φ
類
げ
§

§

卜
亀

き

§

§
Φ
」
塁

P

卜。
お

〕

し
か

し
、

一
九

九
三
年

に

い
た
る
ま

で
の
時

点

で
、

M

B
O

は
、
市

全
体

の
四
七

%

で
採

択

さ
れ
た

に

す
ぎ

な

い
。

こ

の
四
七

%

の
大

部
分
を

占
め

る

二
八
%
は
、
市

大

規

模

で
、
M
B

O
を
活

用

し

て

い
た
。

(℃
o
。。
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山
a

もo
茸
Φ
量

8

・
o
F

8

」

一
㊤
.)
ま

た
、
州

全
体

の
四
分

の
三
は
、
何

ら
か

の
機
関

で
、
M

B
O
を
導
入

し

て

い

る
と

い

っ
て
よ

い
。
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表2-1連 邦政府における主要な規制機関

FederalReserveBoardFRB}

Foundedin1913.Makesandadministerscreditandmonetarypolicy,andregu-

lacescommercialbanksintheFederalReserveSystem.

Budget:$177millionsPersonnel:1,655

FederalTradeCommissionCFTC)

Foundedin19.4.Regulatesbusinesscompetition,includingsomeantitrust

enforcement,andactstopreventunfairanddeceptivetradepractices.

Budget:$35millionPersonnel:652

FoodandDrugAdministration(FDA}

Foundedin1930.LocatedinHHS(Dep.ofHealthandHumanServices);

conductstestingandevaluationprograms‐andsetsstandardsof

safety/efficacy‐forfoods,foodadditivesandcolorings,

over-the-counterdrugs,andmedicaldevices;certifiessomeproductsfor

marketing;andconductsresearchinotherareassuchasradiologicalhealth,

veterinarymedicine,andtheeffectsoftoxicchemicalsubstances.

Budget:$881millionPersonnel:8,487

FederalCommunicationsCommissionFCC)

Foundedin1934.Regulatesinterstateandinternationalradio,television,cable

television,telephone,telegraph,andsatellitecommunications;licensesU.S.

radioandtelevisionstations.

Budget:$70millionPersonnel:1,753

U.S.InternationalTradeCommission(USITC)

Foundedin1916.Renamedin1974.Advisesthepresidentastopotentialeco-

nomiceffectondomesticindustryandconsumersofmodificaionstotrade

barriers.Itinvestigatestheimpactofincreasedimportsondomesticindus-

tries,unfairpractice,andimportsofagriculturalproductsthatinterfere

withU.S.DepartmentofAgricultureprograms.

Budget二$42milhonPersonnel:383

SecuritiesandExchangeCommission(SEC)

Foundedin1934.Regulatesissuanceandexchangesofstocksandsecurities;

alsoregulatesinvestmentandholdingcompanies.

Budget:$307millionPersonnel:2,797

NationalLaborRelationsBoard(NLRB) 　 　　
Foundedin1935.Conductselectionstodeterminelaborunionrepresentation:

preventsandremediesunfairlaborpractices.

Budget:$181millionPersonnel:2,040
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表2-2連 邦 政 府 に お け る 主 要 な 規 制 機 関

EqualEmpl・ymentOpP。rtunityC。mmissi・n(EEOc)

Foundedin164.lnvestigatesandrulesonchargesofra
cialandother

arbitrarydiscriminationbyemployersandunions
,inallaspectsof

employment.

Budget:$268millionPersonnel:3
,022

EnvironmentalProtectionAgency(EPA}

Foundedin1970 .lssuesandenforcespollutioncontrolstandardsregardi
ngair,

water,solidwaste,pesticides
,radiation,andtoxicsubstances .

Budget:$915millionPersonnel:13
,015

0ccupati。nalSafetyandHealthAdrninistrati・n(OSHA)

Foundedin1970.LocatedinDepartmentofLabor;devel
opssafetyandhealth

standardsforprivatebusinessandindustry;rnonitorscom

plianceand

proposespenaltiesfornoncompliance .

Budget:$341millionPersonnel:2
,45

ConsumerProductSafetyCommission(CPSC)

Foundedin1972 .Developsandenforcesuniformsafetystandardsfor

consumerproducts
,andcanrecallhazardousproducts .

Budget:$43millionPersonnel:487

NuclearRegulatoryCommission(NRC)

Foundedin1975.lssueslicensesfornuclearpowerplantconst
ructionand

operation,andmonitorssafetyaspectsofplantoperatio
ns.

Budget:$475millionPersonnel:3
,077

*Budgetfigure
sshownrepresentnetbudgetauthority;personnelfigures

representfull-timeequivalentemployees(1996estimate)
.TheFederalReserve

Boardhasnobudgetauthority;itsactivitiesarefinan
cedthrough

assessmentspaidbyFederalReserveSystemmemberbanks
.

'Estimatedfiscal
year1997budgets;1995figuregivenforEPA

.
2Pers・nnelfigu

resareestimated1997figures;1995figuregivenf。rEPA
.

SOURCE:BudgetoftheUnitedStatesGovermment
,1997.Appendix

(Washington,D.C.:U.S.GovernmentPrintingOffice
,1996}.

//www.doc.gov/budgetFY97/index .html
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懇
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さ
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れ
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政
府
は
、
公
社
を
設
立
し

て
は
な
ら
な

い
と

い
う
見
解
は
、
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も
な
お
、
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ン
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は
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及
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私
は
、
政
府
が
、
妻
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か
の
い
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れ
の
妻

を
も
遂
行
し
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よ
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と
は
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思

っ
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い
な

い
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、
政
府
が
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貨
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て
・
酷
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争
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で
あ
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い
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由
を
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め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
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